
仲間とタスキをつなぎ 絆を深めよう！
～佐渡市合併10年目記念イベント～

佐渡リレーマラソン2013
　３月17日㈰佐渡市陸上競技場で、佐渡市合併10年
目を記念して「佐渡リレーマラソン2013」が開催されま
した。小・中学生から大人まで、73チーム（675名）が参
加し、青空のもと選手たちは400メートルトラック１周
毎にタスキをつないで、フルマラソンとハーフマラソンの
距離を走り抜きました。
■フルマラソンの部（42.195㎞・参加46チーム）

一般男子の部	 １位	 WINNING WINDS（2:04:57）
一般女子の部	 １位	 レッツラ５（2:41:21）
ミックスの部	 １位	 相川高校（2:15:52）

■ハーフマラソンの部（21.0975㎞・参加27チーム）
小学生の部	 １位	 相川小選抜チーム（1:21:10）
中学生男子の部	１位	 真野中学校駅伝部（1:03:09）
中学生女子の部	１位	 真野中学校女子（1:19:37）
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甲
斐
市
長
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で
施

政
方
針
演
説
を
行
い
、
平
成
25
年
度
の
主

要
施
策
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
と
主
な
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

は
じ
め
に

　

本
年
度
は
佐
渡
市
誕
生
か
ら
10
年
を
迎

え
、
そ
の
節
目
に
市
政
運
営
を
負
託
さ
れ

た
喜
び
と
責
任
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
市
長
就
任
以
来
、
雇
用
環
境
の

悪
化
、
観
光
の
衰
退
、
過
疎
・
少
子
高
齢

化
、
防
災
対
策
、
行
財
政
改
革
の
５
つ
の

課
題
を
重
点
に
解
決
へ
の
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
就
任
２
年
目

を
迎
え
る
本
年
度
は
、
元
気
な
佐
渡
を
取

り
戻
す
新
し
い
取
組
を
本
格
化
し
、
一
本

立
ち
さ
せ
て
い
く
正
念
場
の
年
で
あ
る
と

自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
改
正
離
島
振
興
法
が
施

行
さ
れ
、
ま
た
、
合
併
特
例
債
延
長
法
も

成
立
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
効
果
的
に
活

用
し
、
市
民
が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る

施
策
を
選
択
し
な
が
ら
「
日
本
一
お
客
様

に
愛
さ
れ
、
選
ん
で
も
ら
え
る
島
」
を
目

指
し
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
育
成
と
雇
用
の
拡
大

⑴
　
農
林
水
産
業
の
振
興

　
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証
米
」

は
、
佐
渡
産
米
の
価
値
を
高
め
て
お
り
、

今
後
と
も
栽
培
面
積
を
拡
大
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
労
力
の
増

大
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
問
題
、
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
が
追
及
で
き
な
い
離
島
で
は

所
得
向
上
策
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の

増
加
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
外

部
か
ら
の
人
材
確
保
や
集
落
営
農
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
は
販
売
戦
略
が
不
可
欠
で

す
。
規
模
拡
大
の
地
域
で
は
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
に
よ
る
有
利
販
売
が
必
要
で
、
そ

れ
以
外
の
地
域
で
は
高
価
格
販
売
を
目
指

し
、
一
物
一
価
で
な
く
「
一
物
数
価
」
に

対
応
し
た
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
販
売
網
の
整

備
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
に
よ

る
販
路
拡
大
も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め

高
齢
者
や
女
性
の
働
き
方
の
仕
組
み
が
必

要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
る

た
め
に
は
、
佐
渡
の
強
み
で
あ
る
環
境
イ

メ
ー
ジ
を
最
大
限
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
所
得
向
上
策
で
は
、
佐

渡
版
戸
別
所
得
補
償
制
度
を
拡
充
し
、
農

家
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

人
材
確
保
や
集
落
営
農
で
は
、
集
落
の

実
態
に
即
し
た
担
い
手
の
育
成
や
地
域
農

業
の
在
り
方
を
明
確
に
す
る
地
域
農
業
シ

ス
テ
ム
を
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
組
み
合
わ

せ
て
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
の
実
践

的
な
技
術
指
導
を
す
る
里
親
制
度
を
創
設

し
、
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
を
進
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

充
実
を
図
り
、
農
業
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
の
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
は
、
棚
田
ブ

ラ
ン
ド
の
米
作
り
に
よ
り
棚
田
農
業
の
所

得
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
棚
田
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
創
設
し
、
都
市
住
民
と
の
連

携
を
深
め
ま
す
。

　

販
売
戦
略
で
は
、
島
外
の
ホ
テ
ル
や
百

貨
店
等
と
の
連
携
を
進
め
、
品
質
に
あ
っ

た
高
価
格
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
産
地
消
で
は
、
高
齢
者
等
が
栽
培
し

た
野
菜
を
学
校
給
食
や
直
売
所
等
で
活
用

「日本一お客様に愛され、
     選んでもらえる島」を目指して
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し
ま
す
。
さ
ら
に
、
和
牛
、
豚
、
ノ
ド
グ

ロ
、
マ
グ
ロ
な
ど
の
食
材
を
ホ
テ
ル
等
で

活
用
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。
ま

た
、
酒
米
の
生
産
を
促
進
し
、
酒
造
業
に

お
け
る
地
産
地
消
と
と
も
に
、
産
業
間
連

携
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と
し
て
は
、
も
み

殻
や
竹
を
活
用
し
た
燃
料
化
や
、
海
藻
等

を
活
用
し
た
循
環
型
農
法
の
実
証
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
低
公
害

車
の
普
及
促
進
を
図
り
、
環
境
イ
メ
ー
ジ

を
付
加
し
ま
す
。

⑵
　
商
工
業
の
振
興

　

本
市
の
産
業
は
産
業
間
生
産
波
及
力
が

小
さ
い
た
め
、
加
工
、
流
通
、
販
売
部
門

を
島
外
に
依
存
し
て
お
り
、
ま
ず
こ
れ
を

取
り
戻
し
、
雇
用
の
場
を
確
保
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
農
商
工
連
携
が
必
要
で
す
。

　

佐
渡
産
品
の
出
荷
に
は
海
上
輸
送
費
が

上
乗
せ
に
な
っ
て
お
り
、
本
土
と
の
競
争

に
は
流
通
コ
ス
ト
対
策
が
必
要
で
す
。

　

雇
用
情
勢
が
不
安
定
な
原
因
と
し
て
、

業
種
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
条
件
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
あ
り
、
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
商
工
連
携
策
で
は
、

企
業
が
農
林
水
産
業
等
の
異
業
種
に
進
出

す
る
第
二
創
業
や
起
業
を
推
進
す
る
た
め
、

企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
や
設
備
費
等
の
助

成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発

を
推
進
す
る
た
め
の
助
成
制
度
を
創
設
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
と
連
携
し
、
観
光

土
産
品
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、
商
品
開

発
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
案
を
し
ま
す
。

　

流
通
コ
ス
ト
対
策
で
は
、
農
林
水
産
物

の
流
通
効
率
化
を
図
る
た
め
の
機
械
・
設

備
の
導
入
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

業
種
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
対
策
で
は
、
高

校
生
等
に
市
内
就
職
の
意
識
を
醸
成
す
る

と
と
も
に
、
島
内
企
業
に
就
職
す
る
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
学
生
等
に
対
し
支
援
を
行
い

ま
す
。

　

条
件
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
対
策
で
は
、
経
営

者
や
従
業
員
の
た
め
の
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
研
修
会
参
加
へ
の
支
援
を

す
る
と
と
も
に
、
就
業
に
必
要
な
資
格
取

得
へ
の
支
援
に
よ
り
人
材
の
資
質
向
上
、

能
力
開
発
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業

集
落
営
農
・
担
い
手
支
援
事
業

６
０
５
３
万
円

生
物
多
様
性
戦
略
推
進
事
業

４
１
５
４
万
円

地
産
地
消
生
産
拡
大
事
業

５
６
８
万
円

地
域
資
源
活
用
調
査
・
実
証
事
業

２
２
２
５
万
円

起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

１
５
０
０
万
円

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業

９
０
０
万
円

若
者
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
支
援
事
業

５
６
０
万
円

島
民
が
一
体
感
を
持
っ
た
観
光
振
興

⑴
　
観
光
等
交
流
人
口
の
拡
大

　

佐
渡
観
光
で
の
失
わ
れ
た
20
年
を
取
り

戻
す
た
め
、
現
状
と
課
題
を
し
っ
か
り
と

分
析
し
、
受
入
態
勢
の
構
築
と
満
足
度
向

上
策
が
必
要
で
す
。「
個
客
」
ニ
ー
ズ
を

捉
え
て
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
意
外
性
を

組
み
合
わ
せ
、
複
数
の
観
光
資
源
を
関
連

付
け
る
魅
力
の
創
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
を
見
据
え
２

本
の
新
幹
線
を
結
び
付
け
た
効
果
的
な
誘

客
対
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
受
入
態
勢
の
構
築
で
は
、

自
力
で
検
証
で
き
る
観
光
デ
ー
タ
の
調

査
・
分
析
を
行
い
、
観
光
の
経
済
波
及
効

果
を
提
示
す
る
な
ど
、
市
民
一
丸
と
な
っ

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
文
化
を
体
験
す
る
旅
行

者
の
増
加
な
ど
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
体
験
型
観
光
を
組
み
入
れ
た

誘
致
活
動
の
一
元
的
な
受
入
窓
口
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

　

満
足
度
向
上
策
で
は
、
ホ
テ
ル
等
を
対

象
に
お
も
て
な
し
講
座
や
一
流
ホ
テ
ル
で

の
短
期
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
専

門
家
に
よ
る
品
質
評
価
と
改
善
に
向
け
た

助
言
を
行
い
ま
す
。

　

魅
力
の
創
出
で
は
、
着
地
型
旅
行
商
品

の
開
発
に
取
り
組
み
、
個
々
の
地
域
で
受

け
入
れ
る
組
織
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｓ
（
世
界
農
業
遺
産
）

を
活
か
し
、
能
登
と
の
連
携
を
深
め
、
里

山
づ
く
り
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
の
実
施

を
し
ま
す
。

　
「
ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
は
、
観
光

振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
、
交
流
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
、

世
界
遺
産
登
録
に
係
る
推
薦
書
の
作
成
に

着
手
し
ま
す
し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

は
、
４
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
加
盟
申
請
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
、
新
た

に
長
距
離
の
水
泳
競
技
「
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

誘
客
対
策
で
は
、
北
陸
新
幹
線
に
関
係

す
る
対
岸
市
等
と
連
携
し
た
旅
行
会
社
訪

問
や
、
関
西
方
面
に
加
え
首
都
圏
や
北
陸

地
域
を
対
象
に
メ
デ
ィ
ア
へ
の
営
業
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

トキふれあいプラザ



4

⑵
　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

　

島
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
獲

得
す
る
上
で
、
佐
渡
空
港
の
滑
走
路
２
千

メ
ー
ト
ル
化
の
早
期
実
現
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
快
適
な
旅
行
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
航
路
や
島
内
公
共
交
通
の
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
滑
走
路
２
千
メ
ー
ト
ル

化
で
は
、
県
と
連
携
し
て
地
権
者
全
員
の

同
意
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

航
路
の
利
便
性
向
上
策
で
は
、
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
の
建
造
費
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
造
船
が
就
航
す
る
平
成
26
年
春

か
ら
の
運
賃
値
下
げ
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
、
小

木
・
直
江
津
航
路
の
変
則
ダ
イ
ヤ
の
解
消

や
運
航
体
制
の
改
善
、
新
幹
線
新
駅
か
ら

直
江
津
港
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
を
関
係
機
関

と
協
議
し
ま
す
。

主
な
事
業

観
光
デ
ー
タ
調
査
分
析
事
業
委
託
料

８
３
０
万
円

宿
泊
魅
力
向
上
事
業
委
託
料６

７
０
万
円

着
地
型
観
光
推
進
モ
デ
ル
事
業

４
９
０
万
円

新
潟
Ｄ
Ｃ
・
北
陸
新
幹
線
開
業
誘
客

宣
伝
事
業
補
助
金	

２
０
０
０
万
円

ト
キ
政
策
推
進
事
業	

１
４
４
１
万
円

離
島
航
路
船
舶
建
造
事
業
（
繰
越
）

47
億
３
６
４
０
万
円

過
疎
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
地
域
づ
く
り

⑴
　
高
齢
化
集
落
対
策

　

過
疎
・
少
子
高
齢
化
を
止
め
る
即
効
薬

が
な
く
、
住
民
が
そ
の
土
地
の
価
値
や
行

事
を
再
認
識
す
る
こ
と
で
自
立
で
き
る
処

方
箋せ
ん

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
支

所
等
の
充
実
や
人
材
の
確
保
・
育
成
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
環
境
保
全
活
動
等
で
労

力
が
不
足
し
て
お
り
、
労
力
の
確
保
対
策

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
支
所
等
の
充
実
で
は
、

支
所
等
の
裁
量
に
よ
り
地
域
活
動
の
支
援

や
緊
急
的
な
要
望
等
に
機
動
的
に
対
応
す

る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
支

所
等
は
地
域
の
拠
点
と
な
り
、「
地
域
の

あ
し
た
」
と
い
う
名
の
将
来
像
を
住
民
と

一
緒
に
考
え
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
・
育
成
で
は
、
支
所
等
を

中
核
と
し
て
地
域
活
動
支
援
員
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
配
置
を
拡
充
し
ま
す
。
ま

た
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
研
修
会
等
を
開

催
し
、
意
欲
あ
る
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

と
地
域
活
動
を
支
援
す
る
中
間
支
援
組
織

の
立
上
げ
を
促
進
し
ま
す
。

　

労
力
の
確
保
対
策
は
、
市
が
認
定
す
る

「
地
域
貢
献
地
元
企
業
」
の
協
力
を
得
て

作
業
員
労
力
等
を
支
援
し
ま
す
。

⑵
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　

今
後
も
加
速
が
予
測
さ
れ
る
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
に
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
加
し

て
お
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
慢
性
的
な
医
師
等
の
不
足

が
続
い
て
お
り
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
体

制
の
連
携
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
齢
に
よ
り
直

売
所
等
へ
の
出
荷
が
困
難
な
農
家
を
支
援

す
る
庭
先
集
荷
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
で
は
あ
ま
り
食
さ
れ
な
い
山

菜
等
を
、
中
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
地
域

住
民
と
協
力
し
て
首
都
圏
等
に
出
荷
す
る

こ
と
に
よ
り
一
定
の
収
入
を
得
る
仕
組
み

を
つ
く
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
対
策
で
は
、
農
業
活
動
を

中
心
と
し
た
働
く
仕
組
み
の
構
築
や
、
食

生
活
改
善
と
生
活
環
境
の
違
い
に
よ
る
元

気
度
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
に
よ
り
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
換
金
で
き
る
介
護
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
創
設
し

ま
す
。

　

高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
個
室
の
入
所
者
居
住
費
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
特
性
に
合
っ

た
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
や
就
労

継
続
支
援
事
業
所
等
の
施
設
整
備
を
支
援

し
ま
す
。

　

医
療
体
制
で
は
、
病
院
や
薬
局
、
介
護

施
設
が
患
者
情
報
を
共
有
し
、
安
全
・
安

心
な
医
療
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
「
さ
ど

ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
」
に
市
立
病
院
も
参
画

し
ま
す
。
ま
た
、
看
護
師
不
足
対
策
と
し

て
、
住
宅
の
家
賃
補
助
に
よ
り
島
外
か
ら

の
看
護
師
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
体
制
で
は
、
介
護
施
設
の

整
備
等
で

不
足
す
る

ヘ
ル
パ
ー

等
の
資
格

取
得
に
対

し
支
援
を

行
い
、
福

祉
・
介
護

現
場
の
人

材
不
足
の

解
消
を
図

り
ま
す
。

⑶
　
子
育
て
環
境
の
整
備

　

安
心
し
て
子
育
て
を
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
は
、
子
育
て
世
代
の
経
済
的
・
精
神

的
な
負
担
軽
減
策
や
教
育
環
境
等
の
整
備

が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
策 高齢者の居場所づくり
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に
つ
い
て
は
、
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
医

療
費
を
引
き
続
き
助
成
を
し
ま
す
。

　

精
神
的
な
負
担
軽
減
策
で
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
親
子
の
交

流
の
促
進
や
子
育
て
情
報
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

　

保
育
園
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
４

月
か
ら
の
３
園
の
民
営
化
の
検
証
を
し
な

が
ら
、
適
正
配
置
に
向
け
た
統
廃
合
と
更

な
る
保
育
園
民
営
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
統
合
計

画
の
後
期
統
合
計
画
に
基
づ
き
、
教
育
環

境
の
改
善
・
充
実
に
向
け
、
統
合
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

３
０
０
０
万
円

地
域
活
動
支
援
事
業

５
５
０
万
円

地
域
対
策
事
業
（
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
事
業
）	

１
億
円

健
康
バ
ン
ク
・
佐
渡
島
活
性
化
事
業

４
８
８
万
円

介
護
施
設
等
住
居
費
助
成
事
業

１
６
４
万
円

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業

１
億
８
１
２
万
円

災
害
に
強
い
島
づ
く
り

　

人
命
を
守
る
こ
と
を
最
重
視
し
、「
減

災
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
の
両
面
か
ら
、「
早
く
知
ら
せ
る
こ

と
、
早
く
逃
げ
る
こ
と
、
早
く
対
応
す
る

こ
と
」
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　
「
早
く
知
ら
せ
る
こ
と
」
の
対
策
で
は
、

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
た
情

報
連
絡
網
の
整
備
を
本
年
度
中
に
完
了
さ

せ
、
迅
速
か
つ
確
実
に
市
民
に
緊
急
情
報

を
伝
え
ま
す
。

　
「
早
く
逃
げ
る
こ
と
」
の
対
策
で
は
、

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
避
難
路

の
整
備
、
避
難
所
等
の
見
直
し
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
や
組
織
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　
「
早
く
対
応
す
る
こ
と
」
の
対
策
で
は
、

市
の
防
災
体
制
を
見
直
し
、
非
常
時
の
対

応
力
強
化
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地

域
防
災
拠
点
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

減
災
対
策
と
し
て
は
、
災
害
時
要
援
護

者
が
利
用
す
る
公
共
施
設
か
ら
優
先
的
に

耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル

を
始
め
と
し
た
道
路
等
の
総
点
検
を
実
施

し
、
必
要
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。
ま
た
、

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対
す
る
支
援
を

拡
充
し
ま
す
。

主
な
事
業

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

１
０
２
０
万
円

自
主
防
災
組
織
訓
練
奨
励
金
交
付
事
業

３
０
０
万
円

地
域
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

５
０
０
０
万
円

財
政
規
模
に
見
合
っ
た
健
全
な
行
政
運
営

　

地
方
交
付
税
が
平
成
26
年
度
か
ら
段
階

的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と
や
、
新
た
な
行
政

課
題
に
対
応
し
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全

な
行
政
運
営
を
市
民
目
線
で
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
業
務

効
率
化
な
ど
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
上

で
は
職
員
の
意
識
改
革
が
重
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
や
事
務
事
業

の
整
理
統
合
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
導
入

を
推
進
し
ま
す
。

　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
は
、「
サ
ー

ビ
ス
」「
ス
ピ
ー
ド
」
の
２
つ
の
Ｓ
、「
空

気
を
読
む
」「
現
場
主
義
の
行
動
力
」「
検

証
」の
３
つ
の
Ｋ
、い
わ
ゆ
る「
２
Ｓ
３
Ｋ
」

を
徹
底
さ
せ
、
市
民
が
求
め
る
施
策
の
企

画
や
改
善
が
行
え
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

主
な
事
業

官
民
協
働
政
策
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

３
６
１
万
円

職
員
人
材
育
成
事
業

１
２
４
４
万
円

お
わ
り
に

　

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
庁
舎
建
設
是
非

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

現
在
の
本
庁
舎
を
活
か
し
て
必
要
最
小
限

の
増
設
を
す
る
方
向
で
検
討
作
業
に
着
手

し
ま
す
。

　

今
で
あ
れ
ば
非
常
に
有
利
な
合
併
特
例

債
を
財
源
に
で
き
る
こ
と
や
、
防
災
機
能

の
強
化
等
が
図
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
庁
舎
建
設
に
は
多
額
の
費
用

を
要
し
ま
す
。
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
雇
用
対
策
、
観
光
振
興
、
過
疎
・
少
子

高
齢
化
な
ど
優
先
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、
庁
舎
建
設
は
行
政
の
効
率
化
の

た
め
、
分
散
し
て
い
る
機
能
を
統
合
す
る

観
点
か
ら
、
現
在
の
本
庁
舎
を
活
か
し
た

建
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐渡市総合防災訓練
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★平成25年度 当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算 523億円
平成24年度当初予算比＋27億1，500万円（＋5.5％）※�平成24年度当初予算額は「骨格予算」　と「肉付け予算」を合算したものです。

（主な増額要因：合併特例債事業15億2，933万円増、国営かんがい排水事業負担金12億3，365万円増）

　
平
成
２
５
年
度
の
当
初
予
算
は
、一
般
会
計
で
5
2
3
億
円（
前
年
度
比
2
7
億
1
5
0
0
万
円
の
増
）、特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で

7
3
7
億
7
2
1
8
万
円（
前
年
度
比
2
5
億
9
0
8
1
万
円
の
増
）と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
の
当
初
予
算
は
、市
の
５
つ
の
重
点
課
題
で
あ
る

「
雇
用
環
境
の
悪
化
」「
観
光
の
衰
退
」「
過
疎・少
子
高
齢
化
」「
防
災
対
策
」「
行
財
政
改
革
」の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
日
本
一
お
客
様
に
愛

さ
れ
、選
ん
で
も
ら
え
る
島
」を
目
指
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

①�島内経済の「下支え」としての普通建設事業の増額確保による積極的予算措
置を行いました

②佐渡市の重要課題に対する取り組みとして、重点事業5.6億円を計上しました

③行政評価による事務事業の見直しにより、一般行政経費を抑制しました	

④財政調整基金残高の確保による、継続した財政安定化の堅持に努めました

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

（

（

歳入予算の概要
◎市税の確保
	 53 億 5,595 万円�
	 【＋ 1億 4,015 万円（＋ 2.7％）】
◎地方交付税の減額
　	 214億円【▲2億1,647万円（▲1.0％）】
◎市債の増額
	 134 億 4,350 万円�
	 【＋ 26億 2,580 万円（＋ 24.3％）】
◎財政調整基金繰入金	
	 H22 ～ H25　繰入なし

歳出予算の概要
◎合併特例債事業費の増額
	 ・合併特例債事業費�
	 　103億 9,582 万円�
	 　【＋15億 2,933 万円（＋17.2％）】
◎人件費・一般行政経費の抑制
	 ・人件費　72億 9,706 万円�
	 　【▲ 3億 2,632 万円（▲ 4.3％）】�
	 ・一般行政経費　197億 3,512 万円
	 　【▲ 2億 6,154 万円（▲ 1.3％）】

その他には、繰入金（10 億 9,327 万円）、地方消費税
交付金（5億 7千万円）、地方譲与税（5億 1,502 万円）
などがあります。

その他には、積立金（7億 1,468 万円）、維持補修費（3
億 4,024 万円）投資及び出資金（1億 6,102 万円）な
どがあります。

◆一般会計
<歳入 > <歳出 >

その他
12億5,594万円
2.4%

その他
32億6,720万円
6.3%

地方交付税
214億円
40.9%

市債
134億4,350万円
25.7%

市税
53億5,595万円
10.2%

国庫支出金
40億8,942万円
7.8%

県支出金
27億9,419万円
5.4%

諸収入
12億2,165万円
2.3%

使用料及び手数料
7億2,809万円
1.4%

投資的経費 
157億9,437万円
30.2%

公債費
76億8,352万円
14.7%人件費

72億9,706万円
14.0%

物件費
59億9,132万円
11.4%

補助費等
56億3,932万円
10.8%

繰出金
40億7,843万円
7.8%

扶助費
37億1,601万円
7.1%

貸付金
8億4,403万円
1.6%
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◆特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合に一般会
計と区分して経理する会計で、国民健康保険特
別会計など 12会計があります。	 （単位：万円）

区　　　分 25年度予算 24年度予算 増減額
国民健康保険 711,200 720,400 △ 9,200
後期高齢者医療 71,770 72,580 △ 810
介 護 保 険 802,760 783,280 19,480
簡 易 水 道 103,890 125,900 △ 22,010
下 水 道 311,570 320,660 △ 9,090
ケーブルテレビ 35,700 25,480 10,220
歌 代 の 里 49,700 50,080 △ 380
すこやか両津 59,510 58,900 610
五十里財産区 43 43 0
二 宮 財 産 区 246 759 △ 513
新畑野財産区 444 1,025 △ 581
真 野 財 産 区 386 530 △ 144

◆基金の状況
基金は、市の貯金にあたります。
区　　　分 24年度末現在高見込 25年度末現在高見込
財政調整基金 68 億 1,709 万円 69億 7,917 万円
減 債 基 金 25 億 1,513 万円 20億 5,446 万円
その他特定目的基金 103 億 9,480 万円 103 億 1,481 万円

◆公営企業会計
　公営企業会計は、民間企業と同じような経営をして
いる事業で、水道事業会計、病院事業会計があります。

（単位：万円）
区　　　分 25年度予算 24年度予算 増減額

水
道
事
業

収益的 収入 154,400 149,800 4,600
支出 132,300 132,730 △ 430

資本的 収入 125,000 124,080 920
支出 182,120 192,450 △ 10,330

病
院
事
業

収益的 収入 245,942 247,068 △ 1,126
支出 246,413 245,755 658

資本的 収入 10,565 12,967 △ 2,402
支出 14,921 17,313 △ 2,392

◆市債の状況
　市債は、市が大きな事業を実施する時に借り入れる
お金で、市の借金にあたります。	

区　　　分 24年度末現在高見込 25年度末現在高見込
一　般　会　計 610 億 4,035 万円 676 億 8,580 万円

特
別
会
計

簡 易 水 道 46 億 5,865 万円 45億 6,135 万円
下 水 道 240 億 9,456 万円 234 億 7,989 万円
ケーブルテレビ 2 億 1,240 万円 1億 3,668 万円
すこやか両津 7 億 699 万円 6億 4,775 万円

公営企
業会計

水 道 事 業 108 億 6,285 万円 112 億 1,002 万円
病 院 事 業 2 億 666 万円 9,704 万円

～　普通建設事業への取り組み　～
 平成25年度普通建設事業……157億8,717万円（前年度比17億268万円の増）

【合併特例債事業】	 103 億 9,582 万円
○小中学校建設事業… ……………………………… 32億 9,872 万円
○総合体育館建設事業… ………………………………17億 438万円
○相川支所・相川消防署庁舎等建設事業… ……… 14億 4,284 万円
○両津港埠頭地区開発事業… ………………………… 7億 980万円
○消防救急無線デジタル化整備事業… ………………6億 7,817 万円
○南部地区学校給食センター建設事業… ……………5億 6,824 万円	 など

【その他の事業】	 53 億 9,135 万円
○道路橋りょう改良舗装事業… ………………………6億 9,570 万円
○相川地区学校給食センター建設事業… ……………5億 7,999 万円
○社会資本整備総合交付金事業（道路）………………2億 7,190 万円
○老人福祉施設整備事業… ……………………………1億 4,163 万円
○県営農業農村整備事業… ……………………………1億 2,674 万円
○漁港整備事業… ……………………………………… 1億 760万円
○金井コミュニティセンター改修事業… …………… 1億 250万円	 など

★普通建設事業の確保により地元企業への受注に配慮します
★合併特例債事業を計画的に実施します

ポイント
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総
合
政
策
監	

藤
井　

裕
士

議
会
事
務
局
長	

源
田　

俊
夫

会
計
管
理
者
（
会
計
課
長
兼
務
）

	

本
間　

佳
子

総
務
課
長	

計
良　

孝
晴

総
務
課
総
務
主
幹
（
選
挙
管
理
委
員
会

　

事
務
局
長
兼
務
）	

安
藤　

信
義

総
務
課
危
機
管
理
主
幹	

本
間　
　

聡

総
合
政
策
課
長	

大
橋　

幸
喜

行
政
改
革
課
長	

清
水　

忠
雄

世
界
遺
産
推
進
課
長	

石
山　
　

勉

	

（
新
潟
県
か
ら
）

財
務
課
長	

伊
貝　

秀
一

財
務
課
契
約
管
理
主
幹	

計
良　

隆
弘

財
務
課
庁
舎
整
備
主
幹	

鈴
木　

一
郎

地
域
振
興
課
長	

藤
原　
　

淳

交
通
政
策
課
長	

渡
邉　

裕
次

市
民
生
活
課
長	

川
上　

達
也

税
務
課
長	

原
田　

道
夫

環
境
対
策
課
長	

名
畑　

匡
章

社
会
福
祉
課
長	

笠
井　
　

寛

高
齢
福
祉
課
長	

佐
藤　

一
郎

両
津
病
院
管
理
部
長	

塚
本　

寿
一

相
川
病
院
管
理
部
長	

山
本
真
佐
夫

農
林
水
産
課
長	

渡
辺　

竜
五

農
林
水
産
課
ト
キ
政
策
主
幹

	

坂
田　

和
三

観
光
振
興
課
長	

濱
野　

利
夫

産
業
振
興
課
長	

羽
生　
　

靖

建
設
課
長	

金
田　

一
則

上
下
水
道
課
長	

和
倉　

永
久

監
査
委
員
事
務
局
長	

島
川　
　

昭

農
業
委
員
会
事
務
局
長	

長　
　

敏
宏

学
校
教
育
課
長	

吉
田　
　

泉

学
校
教
育
課
管
理
主
事	

新
発
田　

靖

	

（
新
潟
県
か
ら
）

社
会
教
育
課
長	

小
林　

泰
英

両
津
支
所
長	

山
本　
　

信

相
川
支
所
長	

宇
佐
美　

務

羽
茂
支
所
長	

山
田　

秀
実

佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	
清
水　

辰
宏

新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

本
間
俊
一
郎

畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

加
藤　

一
善

真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

鈴
木　

信
宏

小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

佐
藤　

政
明

赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

	

藤
井　

正
一

消
防
長	

深
野　

俊
之

消
防
本
部
次
長	

中
川　

義
弘

■
新
採
用　
　
４
月
１
日
付
け

総
合
政
策
課	

主
事　

松
本　

真
緒

世
界
遺
産
推
進
課
学
芸
員	

相
羽　

重
德

世
界
遺
産
推
進
課
学
芸
員	

山
口
由
加
利

財
務
課	

主
事　

菊
地　

佐
奈

地
域
振
興
課	

主
事　

池
藤　
　

結

高
齢
福
祉
課	

主
事　

市
川　
　

守

高
齢
福
祉
課
す
こ
や
か
両
津

	

看
護
科
看
護
師　

甲
斐　

朱
理

観
光
振
興
課	

主
事　

北
見　

航
希

建
設
課	

主
事　

遠
藤　

沙
綾

建
設
課	

技
師　

加
藤　

文
紀

羽
茂
支
所
市
民
課
保
健
師	

有
田　

友
美

学
校
教
育
課	

主
事　

石
塚　

大
地

両
津
病
院
診
療
部

	

診
療
部
長　

小
林　

良
太

両
津
病
院
看
護
部

	

看
護
科
看
護
助
手　

後
藤　

好
恵

両
津
病
院
地
域
医
療
部

	

保
健
師　

本
間　

千
尋

相
川
病
院
看
護
部

	

看
護
科
看
護
助
手　

佐
野　

加
奈

相
川
病
院
看
護
部

	

看
護
科
看
護
助
手　

塚
本
ひ
ろ
み

消
防
本
部
総
務
課　
　
　
　

石
塚　
　

悠

■  　�４月１日から市役所の組織が 
一部変わりました

　市民ニーズにスピーディ、柔軟に対応し、多くの課題に的確に対応
できる効率的な組織を目指し、市役所の組織の一部を見直しました。

●観光振興課と産業振興課の設置
　�　観光商工課を廃止し、観光振興策をより効果的に実行していくため、
観光分野を独立させた観光振興課を設置しました。また、雇用対策の
充実および農商工連携など産業振興の強化を図るため、産業振興課
を設置しました。

●島づくり推進室の設置
　�　島づくり推進課を廃止し、企業間の連携により地域資源を活用した
商品開発等を推進するため、新設した産業振興課に島づくり推進室を
設置しました。

●庁舎整備室の設置
　�　本庁舎および支所等の行政庁舎整備に向けた専門部署として、財
務課に庁舎整備室を設置しました。

●支所産業振興課の名称変更
　�　事務内容をわかりやすくするため、支所産業振興課を産業建設課
に名称を変更しました。

●地域支援係の設置
　�　地域の個性や自主性を活かしながら地域活力の維持、向上を支援
するため、支所・行政サービスセンター・本庁総務課市民相談室に地
域支援係を設置しました。

平成25年度

佐渡市職員の 
新たな体制

課長級以上を掲載しています。理事者、
全職員については４月25日発行の「職
員配置表」をご覧ください。
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■
退
職
者　
　
３
月
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日
付
け

◆
総
務
課

　

課
長	

山
田
富
巳
夫

　

総
務
主
幹	

木
下　
　

勉

　

課
長
補
佐	

本
間　

明
夫

◆
総
合
政
策
課

　

課
長	
高
松　
　

登

　

政
策
専
門
員	

柳
嶋　

惣
一

◆
島
づ
く
り
推
進
課

　

課
長	

藤
井　
　

光

　

課
長
補
佐	

大
坂　

敬
子

◆
世
界
遺
産
推
進
課

　

課
長
補
佐	

濱
野　
　

浩

◆
地
域
振
興
課

　

課
長
補
佐	

斎
藤　

好
男

◆
交
通
政
策
課

　

空
港
整
備
対
策
室
空
港
用
地
係
長

	

木
村　

一
雄

◆
市
民
生
活
課

　

健
康
推
進
室
保
健
係
保
健
師	

小
島　

仁
美

◆
税
務
課

　

課
長	

田
川　

和
信

◆
環
境
対
策
課

　

課
長	

児
玉　

龍
司

　

課
長
補
佐	

内
海　

敏
明

　

課
長
補
佐	

桝
屋　

道
治

　

両
津
ク
リ
ー
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セ
ン
タ
ー
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設
長

	

藤
井　
　

聡

　

国
仲
清
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セ
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タ
ー
施
設
長

	

菊
池　

克
已

◆
社
会
福
祉
課

　

課
長	

本
間　
　

優

　

河
崎
保
育
園
長	

吉
田
サ
ツ
キ

　

河
崎
保
育
園
副
園
長	

長
坂　

笑
子

　

椎
崎
保
育
園
長	

川
上　

真
澄

　

湊
保
育
園
副
園
長	

山
形
ひ
ろ
子

　

海
府
保
育
園
副
園
長	

木
村　

厚
子
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鯨
保
育
園
長	

北
見
の
り
子

　

た
か
ち
保
育
園
長	

岩
﨑
留
美
子

　

双
葉
保
育
園
長	

矢
島　

陽
子

　

八
幡
保
育
園
保
育
士	

仲
宗
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泰
子
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子
保
育
園
長

	
片
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保
育
園
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佐
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枝

　

小
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保
育
園
長	
石
塚　
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子
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保
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園
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園
長	
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間
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子

　

羽
茂
保
育
園
副
園
長	

寺
尾　

広
子

　

羽
茂
保
育
園
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非
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勤
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員

	

城
家
悠
希
子

◆
高
齢
福
祉
課
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定
施
設
待
鶴
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主
任
介
護
員

	

土
屋　
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枝
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き
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荘
養
護
係
長	
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中
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と
み

　

と
き
わ
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保
健
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主
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士

	

金
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子

　

歌
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設
長	
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歌
代
の
里
介
護
係
長	

市
橋　

淳
一

　

歌
代
の
里
介
護
係
主
任
介
護
員

	

山
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積
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代
の
里
介
護
係
主
任
生
活
相
談
員

	

松
木　

早
苗

　

す
こ
や
か
両
津
看
護
科
看
護
師
長

	

仲
川　

律
子

　

す
こ
や
か
両
津
看
護
科
看
護
師

	

佐
藤
の
り
子

◆
観
光
商
工
課

　

課
長	

伊
藤　

俊
之

　

課
長
補
佐	

栗
津　

謙
一

◆
建
設
課

　

課
長	

石
塚　

道
夫

　

用
地
係
長	

田
村　

正
行

◆
両
津
支
所

　

支
所
長	

増
野　

敏
弘

　

市
民
課
市
民
生
活
係
長	

源
田　

郁
子

　

産
業
振
興
課
上
下
水
道
係
主
任

	

西
野　

吉
和

◆
相
川
支
所

　

市
民
課
高
千
連
絡
所
長	

川
嶋　

正
俊

◆
新
穂
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長	

近
藤
健
一
郎

　

市
民
生
活
係
主
任	

伊
藤　

寿
一

◆
小
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

セ
ン
タ
ー
長	

有
田　

満
春

◆
学
校
教
育
課

　

改
革
専
門
員	

三
浦　

久
雄

　

両
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

	

坂
野　

耕
作

　

羽
茂
中
学
校
庁
務
員	

金
子　

桂
子

◆
社
会
教
育
課

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
幹	

渡
邉　

智
樹

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
長	

高
橋　

廣
道

　

中
央
文
化
会
館
長	

寺
嶋　

利
勝

　

中
央
図
書
館
長	

渡
辺
日
出
子

　

西
教
育
事
務
所
事
務
局
長	

本
間　

光
治

　

南
教
育
事
務
所
赤
泊
地
区
教
育
係
長

	

水
澤　

良
一

◆
両
津
病
院

　

看
護
部
副
看
護
部
長	

仲
川
由
美
子

　

看
護
部
看
護
科
看
護
師
長	

甲
斐
千
枝
子

　

看
護
部
看
護
科
看
護
師	

土
屋
美
智
之

　

看
護
部
看
護
科
看
護
師	

兵
庫
美
智
代

　

地
域
医
療
部
健
康
管
理
係
長

	

佐
々
木
彰
二

◆
相
川
病
院

　

管
理
部
管
理
課
長	

金
田　

秋
則

◆
消
防
本
部

　

通
信
指
令
室
副
参
事	

大
平　
　

淳
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平成25年度から国民健康保険税の納期が変わりました
お問い合わせ　市役所税務課　　　　☎６３－５１１０
　　　　　　　　市民生活課　国保係☎６３－５１１２

　平成 25年４月から、国民健康保険加入者の皆さまの納付１回あたりの負担を少しでも軽減し、計画的
な納付ができるよう、国民健康保険税の普通徴収の納期を年６回から年 12回に変更しました。
■国民健康保険税（普通徴収）の納期
平成 24年度
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期

⇩平成 25年度
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

■国民健康保険税を口座振替で納付されている方
　お申し込みいただいた口座から毎月振り替えさせていただきますので、残高確認をお願いします。（た
だし、税額がある納期に限ります。）

■年金から国民健康保険税を差し引かれる方（特別徴収）
これまでどおり年金支給月（４月、６月、８月、10月、12月、２月）に差し引かれます。

平成25年度から市税等がコンビニエンスストアでも 
納付できるようになりました

お問い合わせ　市役所税務課　収納係☎６３－５１１０

　平成 25年４月から、市税等をこれまでの市役所・金融機関・郵便局などの取扱窓口に加え、日本全国
の主なコンビニエンスストアで納付できるようになりました。
　これに伴い、納付書の様式が変更になりましたので、納付される際には税目や納期をご確認の上、お間
違えのないようご注意願います。

対象税目等 個人市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、	
介護保険料、保育料

■コンビニエンスストアでの納付について
　休日や夜間を問わず納付できますが、下記の場合はコンビニエンスストアでの納付ができませんので、
納付書（裏面）に記載の金融機関、市役所各窓口で納付してください。
　①納付書にバーコードが印字されていない場合、②納付書のバーコードを読込むことができない場合、
　③納付書の金額に訂正がある場合、④納付書１枚あたりの金額が 30万円を超える場合、
　⑤納付書に記載のコンビニ取扱期限を過ぎた場合

■納付できるコンビニエンスストア（50音順）等
エブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、コミュニティ・ストア、サークルＫ、
サンクス、スパー北海道、スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、
セブン－イレブン、タイエー、デイリーヤマザキ、ハセガワストア、ファミリーマート、ポプラ、
ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン

■納付書様式の変更について
　上記の対象税目等に記載の納付書様式が統一されます。
　また、納付書は各納期に 1枚ずつの納付書となり、綴じられていない状態となりますので税目や納期
の順番をお確かめのうえ納付をお願いします。
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種　
別

第 1号被保険者…自営業・自由業・農林漁業・学生・無職等で 20歳以上 60歳未満の方
第 2号被保険者…厚生年金や共済組合に加入している会社員や公務員などの方
第 3号被保険者…会社員や公務員に扶養されている配偶者で 20歳以上 60歳未満の方

こんなとき 変更後の種別 届出先

第
１
号
被
保
険
者

会社や役所に就職したとき 第 2号 勤務する事業所
配偶者の扶養になったとき（婚姻等）	
（配偶者が第 2号被保険者の場合） 第 3号 配偶者の勤務する事業所

保険料を納めるのが困難なとき

市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター窓口

学生で保険料を納めるのが困難なとき
60歳以上等任意加入するとき
任意で付加保険料を納めたいとき
氏名・住所が変わったとき
年金手帳をなくしたとき

第
2
号
被
保
険
者

会社や役所などを退職したとき 第 1号
会社を退職し、配偶者の扶養になるとき	
( 配偶者が第 2号被保険者の場合） 第 3号 配偶者の勤務する事業所

氏名・住所が変わったとき
勤務する事業所

年金手帳をなくしたとき

第
３
号
被
保
険
者

配偶者が会社や役所などを退職したとき 第 1号 市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター窓口

会社や役所に就職したとき 第 2号 勤務する事業所
第 3号被保険者が配偶者の扶養からはずれ
たとき（離婚・収入増等） 第 1号 市役所市民生活課年金係または

各支所・行政サービスセンター窓口
氏名・住所が変わったとき 第 3号 配偶者の勤務する事業所
年金手帳をなくしたとき 年金事務所

20
歳
に

な
っ
た
時

学生・自営業・自由業・無職等 第 1号 市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター窓口

配偶者の扶養になっているとき	
（配偶者が第 2号被保険者の場合） 第 3号 配偶者の勤務する事業所

※手続きには、年金手帳のほかに添付書類が必要な場合があります。届出先にご確認ください。
※国民年金受給者の方で、住所変更が生じた場合も年金の届出が必要になりますので、お忘れなく手続きをお願いいたします。

お問い合わせ　市役所市民生活課　年金係　☎63－5112　または、各支所・行政サービスセンター年金担当

年金のご相談はこちらへ　　平成 25年度予約制年金相談所の開設日をお知らせします
月会場・時間 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

両津地区公民館　☎ 27-4181
午後 0時 40分～ 3時 15日 17日 18日 20日 19日

佐渡中央会館　☎ 57-2711
午後 1時 30分～ 5時 17日 19日 21日 16日 18日 19日

新穂地区公民館　☎ 22-2075
午前 9時～ 11時 40分 18日 20日 22日 17日 19日 20日

小木町商工会　☎ 86-2216
午前 8時 50分〜 10時 50分 20日 19日

年金相談を受ける際は、事前に電話での予約が必要です。
　　　日本年金機構　新潟西年金事務所　お客様相談室
　　　電話　０２５－２２５－３００８　　　※基礎年金番号をご用意のうえお電話ください。

※�台風等により佐渡汽船が欠航する場合や、災害などによりやむを得ず開催日や受付時間が変更になる場合もありますのでご了承ください。

こ  んなときには、
国民年金の届出を！

予約の
連絡先

　就職、退職、転職、結婚等により国
民年金の加入種別が変更となる場合、
そのつど届出が必要となりますので、
お忘れなく手続きをお願いします。
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平
成
24
年
度
定
期
監
査
結
果

　

佐
渡
市
監
査
委
員
は
、定
期
監
査
の
結

果
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

佐
渡
市
監
査
委
員　

清
水
一
次

　
　

佐
渡
市
監
査
委
員　

根
岸
勇
雄

１　
監
査
の
実
施
時
期

　

平
成
24
年
10
月
５
日
～
平
成
25
年
２
月

20
日

２　
監
査
の
対
象

　

業
務
委
託
に
関
す
る
随
意
契
約
並
び
に

繰
越
未
収
金
の
調
定
事
務
に
関
す
る
事
項

を
重
点
的
対
象
と
し
た
。

３　
監
査
の
結
果

⑴　
随
意
契
約
に
つ
い
て

ア　
歳
出
執
行
伺
に
関
す
る
事
項

　

歳
出
執
行
伺
を
起
案
し
て
い
た
も
の
は
、

抽
出
し
た
１
９
０
件
中
46
件
で
あ
る
。

イ　
予
定
価
格
に
関
す
る
事
項

　

予
定
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
た
も
の
は

49
件
に
過
ぎ
ず
、そ
の
う
ち
29
件
に
つ
い
て

は
、そ
の
算
出
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

ウ　
随
意
契
約
の
理
由
等
に
関
す
る
事
項

　

随
意
契
約
を
す
る
理
由
に
つ
い
て
、根
拠

条
文
の
記
載
の
あ
っ
た
も
の
は
、１
０
７
件

で
あ
り
、そ
の
う
ち
具
体
的
な
理
由
を
明

示
し
て
い
た
も
の
は
48
件
で
あ
る
。

エ�　
見
積
業
者
の
選
定
及
び
見
積
徴
収
に

関
す
る
事
項

　

１
業
者
の
み
の
も
の
及
び
見
積
書
を
全

く
徴
収
し
て
い
な
い
も
の
が
１
４
５
件
で

あ
り
、こ
の
う
ち
、そ
の
理
由
を
明
記
し
て

い
な
い
も
の
は
86
件
で
あ
っ
た
。

オ　
契
約
保
証
金
に
関
す
る
事
項

　

契
約
保
証
金
を
納
付
さ
せ
る
と
し
た
も

の
は
皆
無
で
あ
り
、手
続
き
上
、見
積
通
知

等
で
免
除
す
る
と
し
た
も
の
が
86
件
、契
約

保
証
金
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
記
載
の
な
い
も

の
が
１
０
４
件
で
あ
る
。免
除
す
る
と
し
た

も
の
に
つ
い
て
も
、財
務
規
則
の
ど
の
条
項

に
基
づ
き
免
除
し
て
い
る
の
か
理
由
の
あ

る
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。契
約
保
証
金
は

履
行
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、免
除
す
る

に
当
た
っ
て
は
、そ
の
根
拠
理
由
を
明
確
に

す
べ
き
で
あ
る
。な
お
、契
約
書
に
記
載
す

べ
き
必
要
事
項
と
さ
れ
て
い
る
が
、免
除
の

記
載
が
あ
る
も
の
は
53
件
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。歳
出
執
行
伺
で
の
扱
い
と
併
せ
、適
切

な
取
扱
い
が
必
要
で
あ
る
。

カ�　
支
払
期
限
及
び
支
払
遅
延
に
関
す
る

事
項

　

支
払
時
期
の
記
載
の
な
い
も
の
が
15
件

あ
り
、支
払
遅
延
に
関
す
る
事
項
の
記
載
の

な
い
も
の
が
１
２
５
件
あ
っ
た
。ま
た
、支

払
遅
延
利
息
の
率
に
つ
い
て
、国
の
示
す
率

を
大
幅
に
超
え
る
率
を
書
面
に
記
載
し
た

も
の
が
２
件
あ
っ
た
。

キ　

契
約
代
金
の
支
払
方
法
と
支
払
実
態

に
つ
い
て

　

前
金
払
を
す
る
と
い
う
契
約
が
あ
っ
た

が
、確
定
債
務
に
対
す
る
前
金
な
の
か
疑
義

の
あ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。「
前
金
払
」

「
概
算
払
」の
概
念
を
混
同
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、総
額
で
契

約
し
て
毎
月
支
払
う
と
し
な
が
ら
、月
ご

と
の
支
払
額
が
契
約
書
や
添
付
書
類
上
決

め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
や
、契
約
上
明
記
さ

れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、前
金
払
を

行
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。部
分

払
と
す
る
契
約
も
あ
っ
た
が
、業
務
内
容
が

一
部
履
行
と
い
う
考
え
方
に
合
致
す
る
の

か
疑
義
が
あ
る
も
の
も
見
受
け
ら
れ
た
。支

払
方
法
は
、業
務
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

そ
の
必
要
性
や
妥
当
性
を
判
断
し
、契
約

書
に
明
記
さ
れ
た
い
。

ク�　
単
年
度
契
約
に
お
け
る
自
動
更
新
条

項
の
記
載
に
つ
い
て

　

自
動
更
新
条
項
を
付
し
た
契
約
が
８
件

確
認
さ
れ
た
。こ
れ
は
、翌
年
度
以
降
の
支

出
を
義
務
付
け
る
決
定
を
そ
の
前
年
度
に

行
う
こ
と
に
な
る
の
で
、債
務
負
担
行
為
が

必
要
と
な
る
が
、い
ず
れ
も
債
務
負
担
行

為
を
得
て
い
な
い
。こ
の
こ
と
は
、平
成
22

年
度
定
期
監
査
に
お
い
て
も
指
摘
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

⑵　
調
定
事
務
に
つ
い
て

ア　
繰
越
調
定
額
に
つ
い
て

　

決
算
収
入
未
済
額
と
異
な
る
額
で
繰
越

調
定
を
し
て
い
る
も
の
が
６
件
あ
り
、未
だ

繰
越
調
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
９
件
あ
っ

た
。

イ　
調
定
日
に
つ
い
て

　

調
査
し
た
１
２
３
件
中
、調
定
日
が
４

月
１
日
あ
る
い
は
６
月
１
日
と
な
っ
て
い
な

い
も
の
が
32
件
あ
り
、正
し
く
繰
越
調
定

さ
れ
て
い
た
も
の
は
82
件
で
あ
る
。

４　
指
摘
事
項

⑴　
随
意
契
約
に
つ
い
て

　

今
回
の
監
査
で
は
、財
務
規
則
等
に
示

さ
れ
た
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が

多
数
見
受
け
ら
れ
た
。

　

効
果
的
、効
率
的
に
事
務
処
理
で
き
る

よ
う
な
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

基
本
書
式
の
統
一
、研
さ
ん
の
た
め
の
職
員

研
修
の
実
施
等
、全
庁
を
挙
げ
た
組
織
的

な
取
組
み
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、決
裁
権
限
に
つ
い
て
、事
務
決
裁

規
程
に
お
け
る「
契
約
の
締
結
事
務
」の
決

裁
責
任
者
と
、財
務
規
則
別
表
第
１
に
お

け
る「
専
決
区
分
」と
の
間
で
、解
釈
に
よ
っ

て
担
当
者
が
判
断
に
苦
慮
す
る
場
合
が
生

じ
る
こ
と
か
ら
、文
言
等
の
見
直
し
を
図
ら

れ
た
い
。

⑵　
調
定
事
務
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
決
算
で
収
入
未
済
と
な
っ

た
調
定
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、繰
越
調
定

を
行
っ
て
い
な
い
も
の
や
決
算
収
入
未
済

額
と
異
な
る
金
額
で
調
定
を
し
て
い
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
、調
定
を
行
っ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
も
、調
定
日
を
誤
っ
て
い
る
事

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。収
入
未
済
額

の
調
定
事
務
に
関
し
て
は
、平
成
20
年
度

の
定
期
監
査
、平
成
21
年
度
の
定
期
監
査

に
お
い
て
も
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。再

検
討
し
、適
正
な
事
務
処
理
を
徹
底
さ
れ

た
い
。
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『佐渡市緊急情報伝達システム』 
　　お申し込みはお済みですか？
　佐渡市緊急情報伝達システムは、オフトーク等に代わって、災害等の緊
急情報や広報等を市から放送します。また、地域内放送の機能を使って、
地域内の告知放送にご利用いただくことも可能です。多くの方が加入するこ
とで利用価値が高まりますので、ぜひご加入ください。
●戸別受信機１台は無償貸与です。（※事業所にも１台無償貸与となります。）
●設置費、月々の使用料はかかりません。（※ただし、下記の場合は自己負担が発生します。）
　�①標準工事（露出配線）以外の工法および特別材料（電源タップ、モール、配管材料など）をご希望の場合、
②設置後に配線を移設される場合、③２台以上の設置を希望される場合、④月々の電気料
お問い合わせ　市役所総務課　防災危機管理室　危機管理係　☎６３－５１３５

佐渡市暴力団排除条例が施行されました（平成25年4月1日施行）
　市民の安全で安心な生活を確保し、当市の社会経済活動の健全な発展に寄与することを目的に「佐渡市
暴力団排除条例」を制定し、平成 25年４月１日から施行しました。
　社会全体で暴力団排除に取り組み、安全で安心して暮らせる佐渡市をつくりましょう。

条例の主な内容
〇市の責務　市は、関係機関などと連携を図りながら、暴力団排除に関する施策を実施します。
〇�市民等の責務　市民および事業者は、暴力団排除のための活動に自主的に取り組むとともに、市が実
施する施策への協力や情報提供をするよう努めます。
〇�市の事務、事業における措置　市が実施する入札などの事務、事業が暴力団を利することとならない
よう必要な措置を講じます。
〇�市民等に対する支援　市は、市民等が暴力団排除活動に自主的に取り組むことができるよう、情報提
供などの必要な支援を行います。
〇�利益供与の禁止　市民などは、暴力団員または暴力団員が指定した者に対し、財産上の利益を供与し
てはいけません。
〇�青少年に対する指導　市は、学校において暴力団排除の重要性を認識し、暴力団に加入せず、暴力団
による犯罪被害を受けないようにするための教育が行われるよう適切な措置を講じます。

お問い合わせ　市役所総務課　防災危機管理室　☎６３－５１３５

越後杉で建てた家に、10万円～ 
　　最大で70万円が助成されます！
　～ふるさと越後の家づくり事業のお知らせ～
　新潟県では越後杉を使った住宅の建築を応援しています。住居のための新
築・増改築・リフォームが対象で、以下の条件をすべて満たすことが必要です。
①平成 25年４月１日以降に越後杉ブランド認証材を納入した住宅
②越後杉ブランド認証材を１㎡当たり 0.09㎥以上使用すること（最低５㎥以上の使用が必要です）
●募集棟数は県内で 425 棟（先着順）
●越後杉ブランド認証材の使用量に応じて 10～ 40万円助成
　－以下の条件に該当すると助成金が加算されます－
　①建築主が若者 (35 歳未満 ) またはＵＩＪターン者または農林水産業新規就業者の場合 10万円の加算
　②県産瓦を使用した場合、県産瓦の屋根面積に応じて 12～ 20万円の加算
●佐渡産材利用の場合、佐渡市の助成も併せて受けることができます
お申し込み・お問い合わせ　佐渡地域振興局　農林水産振興部　林業振興課　☎７４－３３２９

戸別受信機
(幅約20㎝・奥行約5㎝・高さ約10㎝)
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佐渡市体育館の一般開放日をご案内します
　佐渡市の体育館では、下記のとおり個人利用が可能な時間帯を設定し、
市民からスポーツに親しんでいただく機会を提供しています。ご近所・
ご家族お誘いあわせの上、ご利用ください。もちろんお一人でもご来場
いただけます。
※「�個人利用」とは、事前予約なしで施設を利用される方々から共同利用していただく方
法です。（団体利用者が施設を利用する「専用利用」とは異なります）

利用可能な体育館アリーナ（平成 25年度）

施設名 電話番号 曜日 時間 備考
両津総合体育館 27 － 7080 毎週土曜日 18：00～ 21：30 ２面のうち１面

相川体育館 74 － 2332
毎週木曜日 18：00～ 21：30 ２面のうち１面
毎週日曜日 8：30～ 21：30 ２面のうち２面

真野体育館 55 － 2179 毎週土曜日 18：00～ 21：30 ２面のうち２面
小木Ｂ＆Ｇ海洋センター 86 － 2142 毎週水曜日 18：00～ 21：30 １面のうち１面
羽茂Ｂ＆Ｇ海洋センター 88 － 3725 毎週日曜日 18：00～ 21：30 １面のうち１面

※�ただし、大会等が実施される場合は使用できないことがあります。また、上記のほかにも利用可能な施設・時間があります。詳
しくは各施設に直接お問い合わせください。

利用料金（１人１回につき）　　高校生以上：100 円、中学生以下： 50 円
お問い合わせ　　教育委員会　社会教育課　社会体育係　☎２７－４１８５

日本ボーイスカウト佐渡第１団 
隊員募集のご案内

募集対象
　ビーバースカウト隊　小学１～２年生までの男児
　カブスカウト隊　　　小学３～５年生までの男児
集会日時　毎週日曜日の午後７時～８時 30分	
※その他、日中に野外活動を行うこともあります。

集会場所　�ボーイスカウト会館（両津福浦１）	
（旧ＮＴＴ裏）

　ボーイスカウトは、元気でゆか
いな仲間たちとゲームやハイキン
グ、キャンプをして楽しく過ごし
ながら、日常生活のためになる知
識や技能を身につけます。入団を
ご希望の方、またご検討中の方は、
下記問い合わせ先にご連絡くださ
い。活動内容、経費など詳しくご
案内いたします。

お問い合わせ
　ケラ靴店（両津夷４ノ丁）☎２７－２７８２
　奥田薬局（両津夷３ノ丁）☎２７－２０４０
　伊里和高（春日町４丁目）☎２７－４５０９

平成
25年度 就学援助制度の 

お知らせ
　市では、経済的理由で義務教育にか
かる費用の支払いが困難な家庭に学用
品費、給食費などの一部を援助する就
学援助制度を設けています。
　就学援助を必要とする方は、就学援
助費申請書を４月 27日㈮までに学校へ
提出してください。
　なお、就学援助認定の可否について
は、昨年の所得を基に審査をしますの
で、平成 24年の収入について、確定申
告や住民税申告を済ませてください。
　詳しくは学校を通じて配布する「平
成 25 年度 就学援助制度のお知らせ」
をご覧ください。

お問い合わせ
　�教育委員会	
学校教育課	
学事指導係
　（両津支所内）	
　☎２３－４８９４
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平成
25年度 手話奉仕員養成講座 
（基礎

課程）の受講者を募集します
　この講座は、聴覚障害、聴覚障害者の生活お
よび関連する福祉制度についての理解と認識を
深めるとともに、日本手話の基本文法を学びな
がら､ 手話の表現能力､ 読み取り能力､ 伝達能
力の向上をはかり､ 聴覚障害者との会話を通し
て､ 実践的なコミュニケｰションの力を高める学
習をします｡  基礎課程の到達目標は､ ｢相手の手
話が理解でき､ 特定の聴覚障害者とならば手話
で日常会話が可能なレベル｣ です｡
対象（高校生以下は除く）
①�入門課程を修了している方（他の地域でも可）、
手話サークル等で２～３年の活動経験がある
と望ましい。
②�全課程を受講できる予定の方（うち３回の講
義はすべて出席必須とする）
期間　５月９日～ 12月５日　毎週木曜日開催
　　　全 30回（講義：３回、実技 27回）
時間　午後７時～午後９時
会場　市役所本庁舎３階　大会議室
受�講料　無料（ただし、テキスト代 1,470 円と
送料をご負担ください）
申込期限　４月 30日㈫まで
　※定員になり次第、締め切ります。
その他　佐渡市に手話奉仕員として登録される
には、基礎課程を修了し、試験に合格する必要
があります。
お申し込み・お問い合わせ
　市役所社会福祉課障がい福祉係（本庁舎１階）
　☎６３－５１１３

　㈶自治総合センターは、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図り、地
域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的に、宝くじの社
会貢献広報事業としてコ
ミュニティ助成事業を実
施しています。
　栗野江鬼太鼓保存会で
は、自治宝くじの助成金

であるコミュニティ助成事業の助成を受けて、お祭
り用具（鬼面、獅子頭、獅子頭毛、獅子装束、獅子
装束ズボン、ビデオカメラ一式）を整備しました。

お問い合わせ
　市役所地域振興課　地域振興係
　☎６３－４１５２

協会けんぽに加入のご家族（40歳～
74歳）の皆さまへ	

25年度の『特定健康診査受診券』
を４月中にお送りします

　全国健康保険協会（協会けんぽ）では、協会
けんぽ加入のご家族様のうち、40 歳から 74 歳
の方を対象に特定健康診査（以下「特定健診」）
を実施しています。
　対象となる方は、市町村が実施する集団健診
会場で受診することができ、基本的な健診のみ
の場合は、健診費用が無料となります。
　25年４月に、お勤めされている被保険者様の
ご自宅へ、ご家族様の『特定健康診査受診券』（以
下「受診券」）をお送りしますので、特定健診を
受診の際には必ず「受診券」「保険証」「自己負
担金（詳細な健診が必要な場合）」をご持参くだ
さい。
　なお、退職等により保険証をお使いいただけ
なくなった場合は、受診券も使用することがで
きませんのでご注意ください。
※ 25年１月以降、新たに協会けんぽに加入され
た方、または保険証が変わられたご家族の方は
「受診券」の交付申請が必要となります。交付ま
でには１～２週間程度かかりますので、受診さ
れる日までに十分な余裕を持って、協会けんぽ
へ申請していただくようお願いします。
※�特定健診は、協会けんぽと契約している健診医療機関で
も受診することができます。

お問い合わせ　�協会けんぽ新潟支部	
保健グループ

　☎０２５－２４２－０２６４
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平成
25年度「佐渡市観光資源活性化チャレンジ事業」を募集します

　市では地域の新たな観光資源を活用し、観光事業に取組む集落等を支援します。
　平成 25年度事業（平成 26年３月 31日まで）として、申請を希望する団体はお問い合わせください。
応募対象　集落および近隣集落で構成される団体、集落長の承認を得た団体
対象事業・補助基準

補助事業項目 事業内容 補助対象経費 補助基準

観光資源発掘改修事業
（ハード事業）

地域に内在する観光資源を発
掘または改修を行い、誘客でき
る環境をつくるもの

施設、観光資源等を整備
または改修する費用

補助対象経費の50％。ただ
し、100万円を上限とする

観光資源活用事業
（ソフト事業）

地域に内在する観光資源を活
用し、誘客活動を行うもの

イベント等の誘客活動
を行うための経費

補助対象経費の50％。ただ
し、50万円を上限とする

１　同じ事業主体が補助金交付を受けられる回数は、１回限りとする。
２　補助金は、本事業以外の類似する補助および助成事業と重複して交付することができない。
３　補助金の補助額の算定において、1,000 円未満の端数は、切り捨てる。
４　補助金の交付条件としてハード事業およびソフト事業の両方の事業を実施することを条件とする。
応募締切　５月 17日㈮
　�　申請に関する内容や書類の書き方等の相談についても受け付けていますので、担当係までお問い合わ
せください。なお、今年度の交付団体は２団体程度を予定しています。
申�請用紙等　申請用紙等は佐渡市ホームページからダウンロードするか観光振興課観光振興係までお問い
合わせください。
お問い合わせ　市役所観光振興課　観光振興係　☎６３－５１１６
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ほう賞授与式に出席された方々
（前列左から）大辻さん、中務さん、柏倉さん、 

川村さん、梶井さん、宿根木を愛する会、 
小倉子ども鬼太鼓育成会

（後列左から）小林教育長、甲斐市長、祝議長、
金子副市長
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祝 市制施行10年『スポーツＧＯＭＩ拾い大会ｉｎ佐渡』
　決められた競技エリア内で、制限時間 60分以内でチームが拾ったゴミの質と量を競い合うイベントです。
ゴミ拾いに「スポーツ」の要素を取り入れ、競技へと変革させたものです。老若男女問わず誰でも参加す
ることができ、楽しみながら環境意識を養うことのできる、エキサイティングな環境貢献活動です。

日時　５月３日 ( 金・祝 )　午前９時～ 12時 30分（少雨決行）　　開会式会場　おんでこドーム
競技エリア　湊地区（海岸および加茂湖沿岸を除く）　　参加費　無料
定員　20チーム（100 名）※１チーム５名以内の競技メンバーと、審判員１名でお申し込みください
申�込期限　４月 24日㈬　※お申し込みの際には、①チーム名、②代表者氏名、③代表者住所・電話番
号、④チームメンバー氏名、⑤審判員氏名をお願いします。

主催　「スポーツＧＯＭＩ拾い大会ｉｎ佐渡」実行委員会　　共催　アイマーク環境株式会社
協力　一般社団法人　日本スポーツＧＯＭＩ拾い連盟　　後援　佐渡市

お申し込み・お問い合わせ　アイマーク環境株式会社（担当：後藤）
　ＦＡＸまたは、Ｅメールでお申し込みください。
　ＦＡＸ　２３－３８２１　　Ｅメール　y.goto@i-mark.gr.jp
　※お問い合わせ先☎２７－２６２３
　詳細は、アイマーク環境株式会社ホームページ（http://www.i-mark.gr.jp/）

「原生林と杉巨木群」特別ツアー2013　参加者募集！
　洞爺湖サミットでの大型写真掲示などで注目をあびた、新潟大学演習林や関集落共有林の原生林・杉巨
木群をめぐる３コースを、特別価格で参加いただけるツアーです。
●実施日時　�Ａ内海府ルート	 ５月 26日㈰、10月 12日㈯	 午前８時出発	

Ｂ外海府ルート	 ６月   １日㈯、10月 13日㈰	 午前８時 30分出発（金剛杉ふくむ）	
Ｃ千手杉ルート	 ６月   ９日㈰、   ８月 17日㈯	 午前９時出発

●参加対象　�Ａ・Ｂ：大佐渡山脈縦走程度・約９時間のトレッキング（登山靴とレインウェア必須）に対
応できる体力のある方。（中学生以上）

　　　　　　Ｃ：アオネバ登山程度・約５時間のハイキング。（小学生以上）
　　　　　　　※ただし、小・中・高校生は保護者同伴とします。

●募集人数　Ａ・Ｂ：各 15名　Ｃ：30名（外海府集合 15名、両津港集合 15名）
●参加費（お一人様）　Ａ：大人 11,000 円（送迎代込）、Ｂ：大人 6,500 円、Ｃ：大人 4,000 円
　　　　　　※小・中・高校生料金もあります。詳しくはお問い合わせください。
　　　　　　※参加費は、当日現金にてお支払いください。

●申込方法　�実施日各２か月前から受付開始、電話にて先着順に受付します。希望日、氏名、住所、生年月日、
電話番号をお伝えください。

●集合・解散　Ａ・Ｃ：佐渡観光協会両津港案内所（佐渡汽船ターミナル２Ｆ）
　　　　　　　Ｂ・Ｃ：外海府活性化センター
●お申し込み　㈳佐渡観光協会　☎０２５９－２７－５０００
●注意事項　※特別ツアーのお申し込みはお電話のみとさせていただきます。
　※�Ｂ・Ｃの参加費には交通費は含まれておりません。出発登山口までは各自移動していただきます。お
車の用意ができない場合には予めご相談ください。オプションにてタクシーのご用意をします（送迎
代Ｂ：各 3,000 円、Ｃ：5,000 円）。ご希望の際はツアー申込時にお伝えください。実施直前でのお申
し込みはお受けできません。

　※�新「ぶながひらルート」５月 25日㈯佐渡島民対象モニターツアーを行います。佐渡観光協会に資料請
求または佐渡観光協会ホームページを参照（http://www.visitsado.com）
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お
　
知
　
ら
　
せ

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た

　

行
政
相
談
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
国
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
、
解
決

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
の

橋
渡
し
を
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
任
の
方

・
真
野
地
区　

羽
生　

満
枝
（
は
に
ゅ
う

　

み
つ
え
）
さ
ん

・
羽
茂
地
区　

榎
谷　

方
志
（
え
の
き
だ

に　

ま
さ
し
）
さ
ん

再
任
の
方

・
両
津
地
区　

萩
野　

由
之
（
は
ぎ
の　

よ
し
ゆ
き
）
さ
ん

・
相
川
地
区　

馬
込　

正
彦
（
う
ま
ご
め

　

ま
さ
ひ
こ
）
さ
ん

・
佐
和
田
地
区　

山
本　

茂
夫
（
や
ま
も

と　

し
げ
お
）
さ
ん

・
金
井
地
区　

北
見　

巌
（
き
た
み　

い

わ
お
）
さ
ん

・
新
穂
地
区　

早
川　

喜
信
（
は
や
か
わ

　

よ
し
の
ぶ
）
さ
ん

・
畑
野
地
区　

木
下　

良
則
（
き
の
し
た

　

よ
し
の
り
）
さ
ん

・
小
木
地
区　

中
務　

朝
雄
（
な
か
つ
か

さ　

あ
さ
お
）
さ
ん

・
赤
泊
地
区　

臼
杵　

一
男
（
う
す
き　

か
ず
お
）
さ
ん

退
任
の
方　

・
金
子　

信
雄
（
か
ね
こ　

の
ぶ
お
）
さ

ん
（
真
野
地
区
担
当
）

・
嶋
倉　

訓
一（
し
ま
く
ら　

く
ん
い
ち
）

さ
ん
（
羽
茂
地
区
担
当
）

　

長
い
間
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
総
務
課　

市
民
相
談
室

☎
63
―
３
１
１
１

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
第
２
次
佐
渡
市
行
政
改
革
大

綱
が
掲
げ
る
「
市
民
参
画
に
よ
る
行
政
経

営
の
推
進
」
に
向
け
た
取
組
の
一
環
と
し

て
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
今
後
具
体

的
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
を
図
る
内

容
を
行
動
計
画
と
し
て
位
置
付
け
、
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
た

め
の
も
の
で
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
に
対

す
る
意
見
・
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体

等
か
ら
委
託
化
・
民
営
化
に
対
す
る
意
見

や
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る
意
見

は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
出
す
べ
き
事

務
・
事
業
等
の
内
容
の
ほ
か
、
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
に
対
す
る
意
見
で

す
。
ま
た
、
募
集
す
る
提
案
は
、
コ
ス
ト

や
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
市
が
直
接
実
施
す

る
よ
り
も
効
率
的
、
効
果
的
で
あ
る
具
体

的
な
提
案
と
し
ま
す
。

推
進
計
画
に
対
す
る
意
見
・
提
案
の
募
集

期
間

○
意
見
・
提
案
に
関
す
る
質
問
事
項

　
　

４
月
末
ま
で

○
意
見
・
提
案
の
募
集
期
間

　
　

４
月
１
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
計
画
は
、
佐

渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
行

政
改
革
課
、
各
支
所
市
民
生
活
課
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
行
政
改
革
課　

行
革
推
進
係

☎
63
―
３
１
１
１

佐
渡
市
自
然
保
護
巡
視
員
が

活
動
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
佐
渡
の
優
れ
た
自
然
を
保
護

し
、
自
然
保
護
意
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、

佐
渡
市
自
然
保
護
巡
視
員
を
委
嘱
し
ま
し

た
。
巡
視
員
は
、
希
少
植
物
の
保
護
や
自

然
観
察
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る
た
め
、
巡

視
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
佐
渡
の

自
然
を
い
つ
ま
で
も
残
す
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

法
律
に
よ
る
規
制

　

自
然
公
園
法
、
森
林
法
等
で
、
自
然
に

生
息
す
る
植
物
の
採
取
は
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
無
断
で
山
野
草
な
ど
を
採
取
し
た

場
合
は
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
環
境
対
策
課　

環
境
企
画
係

☎
63
―
３
１
１
３

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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お
　
知
　
ら
　
せ

身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る 

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
減

免
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
が
障

が
い
者
の
た
め
に
使
用
す
る
車
の
軽
自
動

車
税
等
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、軽
自
動
車
・
普
通
自
動
車
の
い
ず

れ
か
１
台
で
、事
業
用
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

対�

象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

で
、
障
が
い
の
程
度
が
一
定
の
範
囲
に

該
当
す
る
方

対
象
車
両

①�

障
が
い
者
が
所
有
し
、
障
が
い
者
本
人

が
運
転
す
る
も
の

②�

18
歳
未
満
の
障
が
い
者
と
生
計
を
共
に

す
る
家
族
が
所
有
・
運
転
し
、
障
が
い

者
の
通
院
・
通
学
等
に
使
う
も
の

③�

障
が
い
者
が
所
有
し
、
生
計
を
共
に
す

る
家
族
が
運
転
し
、障
が
い
者
の
通
院
・

通
所
等
に
使
う
も
の
（
精
神
「
１
級
」・

知
的
障
害
者
「
Ａ
」
の
場
合
は
、
障
が

い
者
所
有
で
な
く
て
よ
い
。）

必�

要
書
類
な
ど　
納
税
通
知
書
、
自
動
車

検
査
証
ま
た
は
標
識
交
付
証
明
書
、
運

転
免
許
証
（
運
転
さ
れ
る
方
の
も
の
）、

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
原
本
）、
印
鑑

自
動
車
税
の
減
免
申
請
で
『
家
族
が

運
転
す
る
場
合
』
に
、
更
に
必
要
と

な
る
書
類

　

同
一
生
計
証
明
書
（
市
役
所
の
障

が
い
福
祉
窓
口
で
交
付
）、
通
院
・

通
学
等
の
証
明
書
（
各
病
院
・
学
校

等
で
交
付
）

提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

そ
れ
ぞ
れ
次
の
申
請
期
間
ま
で
に

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
減
免
を
受

け
た
い
車
の
税
の
種
類
に
よ
っ
て
申

請
期
間
と
窓
口
が
違
い
ま
す
。

軽
自
動
車
税

申�

請
期
間　

納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
５
月
24
日
㈮
ま
で

窓�

口　

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係

（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）

　

☎
63
―
５
１
１
０

自
動
車
税

申�

請
期
間　
４
月
１
日
㈪
か
ら
５
月

31
日
㈮
ま
で

窓�

口　
佐
渡
地
域
振
興
局
県
税
部
収

税
課
（
相
川
二
町
目
浜
町
）	

☎
74
―
３
３
１
０

順徳院黒木御所例大祭記念  第５回 佐渡吟詠大会 作品募集
　承久の乱で佐渡に配流された和歌の帝、順徳上皇をしのんでうた会を企画しました。佐渡の歴史・文化・自然・
風土をうたい込んだ作品を広く募集いたします。
部門　短歌の部、俳句の部、川柳の部
選者　短歌の部　萩原光之　　俳句の部　赤塚五行
　　　川柳の部　若林柳一
題�　短歌、俳句の部では特に題を設けません。川柳の部では「い
のち」「音」の２つの題を設定しました。

応募要項
１　短歌は３首で１組、俳句、川柳はそれぞれ３句を１組と
して、所定の用紙または原稿用紙でご応募ください。

２　郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記の上ご応募ください。

投�稿料　１組千円をお願いします（切手不可）。何組ご応募い
ただいても結構です。小・中学生の応募は無料です。投稿
者全員に「入選作品集」をお届けします。

応募締切　６月 10日㈪（当日消印有効）
表彰　最優秀賞　各部門ごとに１作品
　　　優秀賞　　各部門ごとに５作品
※別に各部門ごとに10作品以内を佳作として誌上発表します。
応募先　〒９５２‐１２１２
　新潟県佐渡市泉「佐渡吟詠大会事務局」宛

障がいの区分 障がい者本人が
運転する場合

生計を一にする者または
常時介護者が運転する場合

視覚障がい １～４級の１項まで
聴覚障がい ２～３級
平衡機能障がい ３級
音声機能、言語機能、または
そしゃく機能の障がい ３級（喉頭摘出に限る）

上肢不自由 １～２級の２項まで

下肢不自由
1～6級まで(7級
が2以上ある場合
は6級とする)

１～３級の１項まで

体幹不自由 １～３級、５級 １～３級
乳幼児期以前の
非進行性の脳病
変による運動機
能障がい

上肢
機能

１～２級（第一種(両上肢)は対象、第二種(一上肢)は
対象外）

移動
機能 １～６級 １～３級（第一種（両下肢）は対

象、第ニ種（一下肢）は対象外）
心臓機能障がい

１級、３級
じん臓機能障がい
呼吸器機能障がい
ぼうこうまたは直腸の機能障がい
小腸機能障がい
ヒト免疫不全ウイルスによ
る免疫機能障がい １～３級
肝臓の機能障がい
知的障がい － 療育手帳の障がい程度「Ａ」

精神障がい －

精神障害者保健福祉手帳「１級」
（自立支援医療（精神）受給者証
の交付を受けている者に限る。た
だし、所得制限により受給者証が
交付されない場合は、医師の通院
証明書を添付することにより受給
者証に代えることができる）

※障がい等級は、個別等級によります。※上記等級の他にも使用目的等の用件があり、該当
しない場合は減免とならない場合もあります。詳しい条件等につきましては、各担当窓口ま
でお問い合わせください。
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お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
市
営
住
宅　

◆
栄
町
住
宅
（
相
川
）

所
在
地　
相
川
栄
町
５
番
地

規　
格　
耐
火
構
造
３
階
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
８
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
３
階
）

月
額
家
賃　
２
万
２
９
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
５
０
０
０
円

　
県
営
住
宅　

◆
お
り
と
住
宅
（
相
川
）

所
在
地　
相
川
下
戸
炭
屋
浜
町
１
番
地
１

規　
格　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
54
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸
（
１
階
）

月
額
家
賃　
１
万
４
９
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
９
３
０
０
円

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

所
在
地　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

規　
格　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　

３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設　

募
集
戸
数　
２
戸
（
３
階
、
４
階
）

月
額
家
賃　
１
万
６
６
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
２
７
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

◆
真
浦
団
地
（
赤
泊
）

所
在
地　
真
浦
１
３
９
番
地
８

規　
格　
木
造
２
階
一
戸
建
て

　
　
　
　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
７
年
度
建
設

募
集
戸
数　
１
戸

月
額
家
賃　
３
万
８
０
０
０
円
（
定
額
）

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
④
」
に
加
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
住
宅
の
入
居
申
込
み
条

件
に
該
当
す
る
こ
と
。

・
栄
町
住
宅
、
お
り
と
住
宅
、
炭
屋
町

住
宅
「
⑤
」

・
真
浦
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い

て
、
公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各

種
控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就

学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は

21
万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら

各
種
控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月

額
が
15
万
８
０
０
０
円
以
上

48
万
７
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

申
込
期
限　
４
月
30
日
㈫
午
後
５
時

申�

込
書
類　
申
請
書（
住
民
票
の
写
し
等
）

な
ど
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入�

居
可
能
日　
５
月
下
旬
（
応
募
数
に
よ

り
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注�

意
事
項　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が

必
要
で
す
。

○�

連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
親
族
２
名

　

※
県
営
住
宅
は
１
名
）

○�

敷
金
の
納
入
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
建
設
課　

住
宅
係

　

☎
63
―
５
１
１
８

　

ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
公
営
住
宅
担
当
窓
口
へ

子
育
て
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー 

「
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」を 

開
催
し
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
等
を
抱
え
る
子
ど
も
の
親

を
対
象
と
し
た
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

子
ど
も
の
行
動
特
徴
を
客
観
的
に
観
察
し
、

対
応
の
コ
ツ
を
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が

ら
学
び
ま
す
。

開
催
時
期　
５
月
か
ら
（
月
２
回
・
計
10
回

　

※
原
則
全
回
参
加
）

時
間　
午
後
３
時
～
５
時

会
場　
金
井
小
学
校

参�
加
費　
１
家
族
２
０
０
０
円
（
10
回
分

の
資
料
代
等
）

※
初
回
に
納
付
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
限　
４
月
19
日
㈮

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

�

市
役
所
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
63
―
５
２
２
２

例　コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール
　　草刈機・電気の線・動噴・チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

(株)アクティーインターナショナル　佐渡営業所　担当　新宮
お気軽にお電話ください！　☎０２５９－６６－２６９５

いたします！

いたします！☆更に！ 鉄・非鉄金属は

出張 高価買取
出張 無料回収
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「
不
用
品
を
買
い
取
る
」
な
ど
と
電
話

が
あ
り
、
そ
の
つ
も
り
で
来
訪
を
承
諾
し

た
の
に
、
実
際
は
当
初
の
話
に
な
か
っ
た

貴
金
属
等
の
買
取
り
を
持
ち
か
け
ら
れ
る

と
言
う
訪
問
購
入
の
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的

に
多
発
し
た
こ
と
か
ら
、
特
定
商
取
引
法

が
改
正
さ
れ
、
平
成
25
年
２
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
例

　
「
不
用
品
を
な
ん
で
も
買
い
取
る
」
と

女
性
か
ら
電
話
が
あ
り
、
訪
問
を
了
承
し

た
と
こ
ろ
、
来
訪
し
た
の
は
男
性
で
「
買

い
取
る
の
は
貴
金
属
だ
け
」
と
言
わ
れ
た
。

す
で
に
家
の
中
に
通
し
て
断
り
に
く
か
っ
た

た
め
、
し
か
た
な
く
指
輪
２
個
を
見
せ
る

と
、
業
者
は
こ
の
指
輪
を
６
千
円
で
買
い

取
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。納
得
が
い
か
な
か
っ

た
の
で
翌
日
、
業
者
に
連
絡
す
る
と
「
買

取
り
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契

約
解
除
）
が
で
き
な
い
」「
も
う
溶
か
し
て

し
ま
っ
た
の
で
返
せ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。

法
律
の
改
正
で
、

　
　
こ
ん
な
風
に
変
わ
り
ま
し
た
！

①　
不
招
請
勧
誘
の
禁
止

　

飛
び
込
み
の
勧
誘
や
、
し
つ
こ
い
勧
誘
、

買
い
取
る
物
品
の
種
類
を
明
示
し
な
い
勧

誘
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②　
書
面
の
交
付

　

業
者
の
連
絡
先
・
物
品
の
種
類
や
特
徴
・

購
入
価
格
・
引
渡
し
の
拒
絶
や
契
約
解
除

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
書
面
を
交
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

③　
引
渡
し
の
拒
絶

　

②
の
書
面
交
付
か
ら
８
日
以
内
は
、
物

品
を
自
分
の
手
元
に
置
い
て
冷
静
に
検
討

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

④　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

　

②
の
書
面
交
付
か
ら
８
日
間
は
無
条
件

で
契
約
の
解
除
が
可
能
で
す
。

規
制
対
象
外
の
物
品
と
取
引
態
様

　

消
費
者
自
ら
が
自
宅
で
の
契
約
締
結
を

希
望
し
た
場
合
や
、
自
動
車
、
大
型
家
電
、

本
、
Ｃ
Ｄ
等
の
訪
問
購
入
は
、
法
律
に
よ

る
規
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

悪
質
な
業
者
は
、
法
の
す
き
間
を
ね

ら
っ
て
、
不
正
な
買
取
り
を
勧
誘
し
て
き

ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

☎
57
―
８
１
４
３

■
第
８
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
て
訓
練
開
始

　

３
月
７
日
か
ら
、第
８
回
放
鳥
に
向
け
て

の
順
化
訓
練
が
、佐
渡
ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
順
化
ケ
ー
ジ
に

お
い
て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
に
訓
練
を
開
始
し
た
個
体
は
、オ

ス
13
羽
、メ
ス
５
羽
の
合
計
18
羽
で
し
た
が
、

う
ち
メ
ス
１
羽
が
同
日
、天
井
に
衝
突
・
落

下
し
て
死
亡
し
た
た
め
訓
練
個
体
は
17
羽

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
う
ち
オ
ス
４
羽
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
送
信
器
を
装
着
し
て
い
ま
す
。こ
の
中

に
は
、多
摩
動
物
公
園
と
出
雲
市
ト
キ
分

散
飼
育
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
た
個
体
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。順
化
ケ
ー
ジ
に
移
動
し
た

ト
キ
は
、飛
翔
や
採
餌
等
の
能
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
、３
か
月
程
度
の
訓
練
期
間
を
経

て
、６
月
上
旬
頃
に
放
鳥
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

現
在
島
内
で
は
60
羽
以
上
の
ト
キ
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、繁
殖
期
に
は
ペ
ア
ご
と
に

群
れ
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。普
段
見

ら
れ
な
い
場
所
で
の
目
撃
や
普
段
と
違
う

行
動
が
あ
り
ま
し
た
ら
ト
キ
交
流
会
館（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９
８
０
―

５
５
１
）へ
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。目
撃

情
報
の
ほ
か
、ト
キ
に
関
す
る
困
り
ご
と
の

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。ま
た
、ト
キ
の

羽
根
が
散
乱
し
て
い
る
、ト
キ
の
行
動
に
異

常
を
感
じ
る
な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所（
☎

22
―
３
３
７
２
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■�

ト
キ
の
巣
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

　

３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で
す
。

繁
殖
期
間
中
の
ト
キ
は
、と
て
も
神
経
質
に

な
り
ま
す
。人
が
巣
に
近
づ
い
た
り
し
て
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、営
巣（
巣
作
り
や
子

育
て
）を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

繁
殖
期
間
中
は
、ト
キ
の
営
巣
場
所
付
近
へ

の
立
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、自
然
下
で
の
ヒ
ナ
誕

生
と
な
る
よ
う
、温
か
く
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ト
キ
と
の
共
生
ル
ー
ル

①
優
し
く
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

②�

ト
キ
に
餌
づ
け
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③�

ト
キ
を
観
察
す
る
と
き
は
地
域
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④�

繁
殖
期
間
は
、ト
キ
の
巣
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※�

た
だ
し
、農
林
業
等
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
、

田
ん
ぼ
等
で
作
業
中
に
ト
キ
が
近
く
に
い
て
も

特
別
な
配
慮
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

生活情報
　　さ ど

「
あ
や
し
い
」と
思
っ
た
ら
、契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

消
費
者
を
守
る
た
め
の
法
律（
特
定
商

取
引
法
）が
改
正
さ
れ
ま
し
た

～
訪
問
購
入
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
～

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
101
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焼
金
を
水
と
湯
で
よ
く
洗
い
、
塩
気
を

抜
い
た
も
の
を
揉
金
と
い
い
、
こ
れ
を
焼

き
固
め
た
も
の
を
寄
金
と
い
い
ま
す
。
粒

の
粗
い「
荒
」を
寄
金
に
し
た
も
の
を「
薄

金
」、
細
か
い
「
微
塵
」
を
寄
金
に
し
た

も
の
を
「
好
金
」
と
い
い
、
純
金
に
近
い

も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
、「
延
金
」

と
い
う
小
判
製
造
の
工
程
に
移
し
ま
す
。

　

塩
を
洗
い
出
し
た
溜
ま
り
水
に
は
微
量

の
金
銀
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
再
度
金

銀
を
得
る
工
程
に
ま
わ
さ
れ
ま
す
。

　
「
延
金
」
で
は
、「
好
金
」
と
「
薄
金
」

に
銀
を
一
定
の
割
合
で
混
ぜ
て
溶
か
し
、

土
製
の
鋳
型
に
流
し
込
み
ま
す
。
こ
の
鋳

型
の
台
を
「
竹
流
し
台
」、
そ
こ
で
出
来

た
合
金
を
「
竹
流
し
金
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
、
水
洗
い
し
て
か
ら
延
金
床
で

加
熱
し
、
延
金
場
で
長
さ
90
㎝
･
幅
６
㎝
、

厚
さ
1.6
㎜
に
叩
い
て
伸
ば
し
、
小
判
の
地

金
に
し
ま
す
。

　

小
判
の
地
金
を
金
銀
の
合
金
に
す
る
の

は
、
純
金
で
は
軟
ら
か
す
ぎ
て
、
変
形
し

た
り
傷
つ
い
た
り
す
る
た
め
で
す
。

◆�

市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

佐
渡
市
立 
金
井
吉
井
小
学
校

　

平
成
24
年
度
に
創
立
51
年
を
迎
え
た

金
井
吉
井
小
学
校
は
、か
つ
て
皇
太
子
殿

下（
昭
和
天
皇
）が
来
校
さ
れ
た「
行
啓
校

吉
井
」と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
目
標「
よ
く
考
え　

進
ん
で
や
り
ぬ

く　

元
気
な
子
ど
も
」の
具
現
を
目
指
し
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
体
験
活
動

　

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、毎
年
、

５
年
生
児
童
が
学
校
田
で
の
田
植
え
体
験

や
草
取
り
、稲
刈
り
・
脱
穀
な
ど
の
体
験
活

動
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。田
植
え

や
稲
刈
り
を
す
る
児
童
は
、体
験
活
動
を

通
し
て
、地
域
の
方
の
思
い
や
地
域
の
自
然

に
触
れ
、地
域
の
良
さ
を
再
確
認
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

冬
季
に
は
、地
域
の
ス
キ
ー
場
で
の「
ス

キ
ー
教
室
」を
学

年
部
毎
に
全
児
童

が
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ス
キ
ー
指
導

を
し
て
く
だ
さ
る

保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
支
え
が
あ
り
、児
童
は
冬
の
自
然

を
満
喫
す
る
事
も
で
き
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
で
の
体
験
活
動

や
学
校
田
で
の
環
境
調
査
な
ど
数
多
く
の

体
験
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

保
護
者・地
域
と
連
携
し
た	

　
　
　
　
　
　
　
読
書
活
動
の
推
進

　

当
校
の
児
童
は
読
書
が
大
好
き
で
す
。

読
書
に
対
す
る
保
護
者
・
地
域
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
厚
く
、図
書
室
の
整
備
活
動
を

目
的
と
し
た「
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」や

「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
方
々

が
児
童
の
読
書
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
し
た
。７
月
に
は
、保
護
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
紹
介
で
、全
国「
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」を
招
き
、楽
し
い
読
み

聞
か
せ
や
移
動
図
書
館
の
本
に
親
し
む
事

も
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、こ
い
の
ぼ
り
大
運
動
会
、

文
化
祭
で
の
子
ど
も
鬼
太
鼓
な
ど
地
域
の

方
と
と
も
に
創
り

上
げ
る
活
動
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

当
校
は
平
成

24
年
度
末
を
も
っ

て
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
が
、

新
生
金
井
小
学
校

と
な
っ
て
も
、こ
れ

ま
で
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
よ
さ
を

継
承
し
、発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

佐
渡
金
銀
山
絵
巻
を
ひ
も
と
く
⒃
―
小
判
所
―

小
判
所
の
様
子

　

�

竹
流
し
金
（
左
下
）
を
延
金
床
で
加
熱
し
延

金
に
し
て
い
る
所
（
左
上
）、
延
金
を
塩
で
磨

い
て
い
る
所
（
中
央
上
）
な
ど
が
わ
か
る
。

おはなしキャラバン隊

ワンダーバレーでのスキー教室

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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日
本
で
作
ら
れ
た
製
品
の
こ
と
を
「
メ

イ
ド 

イ
ン 

ジ
ャ
パ
ン
」、
中
国
で
作
ら
れ

た
製
品
の
こ
と
を
「
メ
イ
ド 

イ
ン 

チ
ャ

イ
ナ
」
と
言
い
ま
す
。
で
は
、「
メ
イ
ド 

イ
ン 

ア
ー
ス
」
だ
と
、
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
？
メ
イ
ド 

イ
ン 

ア
ー
ス
は
、
直
訳

す
れ
ば
「
地
球
産
」「
地
球
か
ら
作
ら
れ

た
も
の
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
で

は
、
ど
ん
な
も
の
が
「
地
球
産
」
な
の
で

し
ょ
う
か
？
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
普
段

着
て
い
る
服
。
特
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
は
石

油
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
石
油

と
は
一
体
な
ん
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

石
油
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
「
大
昔
の

生
き
物
の
死
骸
」
な
の
で
す
（
※
諸
説
あ

り
ま
す
）。
大
昔
、
地
球
上
に
生
息
し
て

い
た
生
き
物
た
ち
が
土
砂
に
埋
ま
り
、
化

石
に
な
る
過
程
で
石
油
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
何
億

年
も
か
け
て
地
球
と
生
物
が
作
り
出
し

た
「
大
地
の
恵
み
」
を
使
っ
て
生
活
し
て

い
る
の
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
大
地
や

地
球
が
急
に
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん

か
？
今
、
私
達
が
着
て
い
る
服
を
作
っ
た

石
油
は
、
も
と
も
と
は
恐
竜
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
。
多
く
の
人
の
知
恵

に
よ
っ
て
一
枚
の
服
が
作
ら
れ
ま
す
が
、

も
っ
と
根
本
的
に
考
え
て
い
く
と
、
私
た

ち
は
地
球
を
加
工
し

て
生
活
し
て
い
る
の

で
す
。
つ
ま
り
、
身

近
に
あ
る
も
の
全
て

が
メ
イ
ド 

イ
ン 

ア
ー

ス
、「
地
球
産
」
な
の

で
す
。

　

佐
渡
で
は
ど
ん
な

メ
イ
ド 

イ
ン 

ア
ー
ス
が
あ
る
で
し
ょ
う

か
？
た
と
え
ば
、
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
土
人
形
で
す
。
佐
渡
で
採
れ
る
土
を
利

用
し
て
、
お
ひ
な
様
や
子
供
た
ち
が
遊
ぶ

土
人
形
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
地
球
を
加
工
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　

遠
い
よ
う
で
近
い
存
在
、
地
球
の
「
地

下
」。
私
達
は
そ
の
地
下
か
ら
得
ら
れ
る

資
源
に
頼
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

地
球
は
、
私
達
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
な
の
で
す
。
で
も
、
頼
っ
て
い
る
割

に
は
地
下
の
こ
と
は
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
大
地
と
人
の

生
活
を
考
え
る
場
所
で
す
。
当
た
り
前
の

よ
う
に
恵
み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
地
球

と
、
私
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

☎
23
―
２
１
０
１

「
第
４
回
親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
!! 

～
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
」（
両
津
地
区
）

　

２
月
24
日
㈰
第
20
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
「
第
４
回
親
子

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
～
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
」

が
両
津
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ

い
に
く
の
雪

模
様
で
し
た

が
、
寒
さ
に

も
負
け
ず
親

子
で
白
熱
し

た
試
合
を
繰

り
広
げ
、
楽

し
い
汗
を
流

す
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
ボ
ー
ル
を

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
替
え
て
行
う
競

技
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

　

両
津
地
区
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
指
導
者
と
し
て
１
月
か
ら
２
月
に
〝
親

子
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
教
室
〟を
開
催
し
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
第
27
回
金
井
芸
能
発
表
会
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
井
地
区
）

　

２
月
24
日
㈰
金
井
能
楽
堂
で
第
27
回
金

井
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
の
降
る
寒
い
日
で
し
た
が
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
し
て
き
た
自
主

講
座
団
体
や
学
校
等
か
ら
17
団
体
が
出
演

し
、
約
３
０
０
人
の
地
域
の
方
々
か
ら
ご

観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
く
て
ち
か
4

4

い
？
地
下
の
こ
と

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉔

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎ 27 ─ 4185
（両津支所内）

大昔に生き物がいたからこそ、今の私
たちの生活が成り立っている。
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2013 第 55 回こどもの読書週間
～たくさん読んで　大きくなあれ～
　４月 23日の「子ども
読書の日」から５月 12
日は、「こどもの読書週
間」です。
　佐渡市の図書館・図
書室では、乳幼児、小
学生、親子向けの行事
を予定しています。

※わくわくシールブックとは
　�　佐渡市の図書館・図書室では、小学生以下の希
望者に、利用者カードのほかに「わくわくシールブッ
ク」をお渡ししています。２冊借りるごとにシールを
１枚貼付しています。春・秋の読書週間中は、通
常は２冊の貸出でシール１枚貼付のところ、１冊借
りるごとにシール１枚を貼付しています。

移動図書館車「ハローぶっく号」がお邪魔します！
　４月20日㈯、ブックイベント「Hello! Books」に、詩人の谷
川俊太郎さんが来島します。これにあわせて、移動図書車ハ
ローぶっく号に詩人谷川俊太郎さんの本を集めた、特設谷
川俊太郎文庫を開設します。
【移動図書館ハローぶっく号のお知らせ】
　平成 25年度は次の方面に移動図書館車を運行します。
　・海府方面（両津地区）　・前浜方面（両津地区）
　・高千方面（相川地区）　・西三川・羽茂・赤泊方面
　上記方面での停車場所の希望や、ほかに停車を希望さ
れる地区がありましたら、中央図書館（☎ 63-2800）ま
でお知らせください。

市内全図書館・
図書室 4月20日㈯～5月12日㈰ わくわくシールブック シール倍増週間

中央図書館 4月25日㈭ はじめまして！おはなしかい…未就園児を対象とした手遊び、読み聞かせ

真野図書館 5月7日㈫ おはなし会
4月23日㈫～5月12日㈰ としょかんクイズ…図書館や本に関するクイズ。ぜひ挑戦してみてください

さわた図書館 5月9日㈭ おはなし会
4月23日㈫～5月12日㈰ ナンバーワン！イラスト大会…お気に入りの本のイラストを描いてみませんか

両津図書館 4月27日㈯ びっくりＢｉｇなおはなし会スペシャル
4月23日㈫～5月12日㈰ テーマ展示「図書館」…図書館をテーマにした絵本や物語の展示

小木図書館
4月25日㈭ おはなし会

4月23日㈫～5月12日㈰ みんなでつくろう！さどっ子掲示版…小木図書館内に掲示コーナーに、お気に
入りの本のイラストや、紹介文などを書いてみんなに紹介してみませんか

※�行事の詳細は各図書館までお問い合わせください。

　「本となかよくなる１日」を
テーマに本のイベントHel lo ! 
Booksが開催されます。詩人の谷

川俊太郎さんをメインゲストにトークイベント、サイン
会、朗読会と１日楽しめるプログラムを企画しています。

日時：４月20日㈯午前 10時～午後４時
場所：羽茂小泊　ふすべ村実習館
入場無料　※一部イベントは有料

○ふすべ村芝生エリアでは “ しましまーけっと ” 開催！
　佐渡の竹で組んだテントや小型の屋台を複数設営して「作家」「本」「フード」な
どのブースが並びます。
　しましまーけっと会場にて谷川俊太郎さんと会場来場者が交流する質問応対形式
のトークショーも開催します。（午前 11時～正午）

谷川 俊太郎（たにかわ しゅんたろう）
　詩人、絵本作家、翻訳家、脚本家。東京在住。日本レコード大賞作詞賞、日本
翻訳文化賞、萩原朔太郎賞ほか受賞多数。「スイミー」「ＰＥＡＮＵＴＳ」（翻訳）、「自
選谷川俊太郎詩集」など著書多数。世界各国で作品が翻訳される日本を代表する詩
人の一人。今回のイベントが初の佐渡訪問。

撮影：川島小鳥

○Hello! Books限定！
　こ ど も 特 別 企 画

　当日移動図書館で本を借りると、「わくわ
くシールブック」用に和田誠さんの描く谷川
俊太郎シールや「Hello! Books」オリジナル
シールなど用意した、お楽しみ企画がありま
す。ぜひ、図書館の利用者カードとわくわく
シールブックをご持参ください。
○展示（ふすべ村内　包亭）
川島小鳥写真集「未来ちゃん」出版展（１
日限り）
　写真展示の他、未来ちゃんが出来るま
での過程を紹介します。写真家川島小鳥
さんも当日来島します。

主催　�Hello! Books実行委員会、おけさど
出版

　　　メインイラスト　イシイリョウコ
　　　http://hellobooks.jimdo.com/
協力　ナナロク社、大滝学舎
後援　佐渡市、佐渡市教育委員会

Hello! 
Books

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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首都圏情報コーナー

第13回首都圏佐渡連合会総会、開催される
　去る２月９日㈯、第13回首都圏佐渡連合会の総会が東京・
飯田橋のホテルにて開催された。佐渡地方の荒天にも関わ
らず、甲斐市長、祝市議会議長をはじめ多くのご来賓の方
にご臨席いただいた。今回の総会は、３期６年連合会の会
長を務められた摩尼義晴氏が退任され、新会長が選出され
る節目の会ということもあり、総勢 180 名を数える盛大な
総会となった。
　第一部の総会では、甲斐市長から「日本一愛される、日
本一選んでもらえる島にしよう」という呼びかけと、朱鷺
のひな誕生、北陸新幹線の開業と続く佐渡への追い風をバッ
クに、交流人口の拡大にまい進したいという心強いご挨拶
をいただき、退任される摩尼会長からは、人生後半に佐渡
のことに関われた感謝と、今後の観光の柱として佐渡金銀
山の「世界遺産登録」に対する想いを語られた。なお、第
三代会長には首都圏佐渡金井会会長の坂田正通氏が満場一
致で選出され、ご挨拶では前任のお二方が築きあげたこの
会をさらに発展させたいと挨拶を述べられた。
　第二部では赤泊出身の書家・柳濤雪先生より「篆刻と共に」
という演題でご講演をいただいた。学生時代から書家を目
指し、日展で二度の特選を受賞するまでの道のりと一般に
はなじみの薄い「篆刻」についてご紹介をいただいた。
　第三部の懇親会では土屋周子能楽師と「朱鷺謡の会」に
よる仕舞「鶴亀」や「湊木遣り愛好会」による「湊木遣り」、
今井茂雄様による「大黒舞い」、山田実様による「歌謡ショー」
など盛りだくさんの余興で盛大に懇親会が催された。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し
上げます。
○現金　５万円　清水 正　様（大和）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。事前にご予約ください。
日時　４月 22日㈪～ 26日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、担
保権の設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記問題
・金銭の貸し借り、借地・借家等のト
ラブルの申し立て
・多重債務者の調停、訴訟、自己破産
等による救済の申し立て
・訪問販売の解約、保証人、隣地間の
もめ事等の手続き
・家庭内の人間関係と結婚、離婚、内
縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前贈
与／遺言／負担付遺贈／死因贈与／
信託／財産管理委任契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部　☎ 55-3117	
（平日午前 9時から午後 5時まで）

佐渡金山夜桜まつり開催に伴う 
通行止めについて
　「佐渡金山夜桜まつり」の開催中「夜
桜散策」を実施するため下記区間が歩
行者天国となります。そのため下記の
日時の間「通行止」となります。大佐
渡スカイライン夜間通行可能時には、
迂回路等がございませんのでご注意く
ださいますようお願いいたします。
通行止区間　佐渡金山第３駐車場～
　佐渡金山第１駐車場付近
通行止日時
　４月 20日㈯～ 29日 ( 月・祝 )
　午後７時～午後９時 30分の間
お問い合わせ
佐渡金山夜桜まつり実行委員会
☎ 74-2220

「東京相川会」が相川で記念植樹を行います
　東京相川会（会長：若林武彦）は創立 60 周年を記念し、
相川の観光道路である「道遊線（相川中学校西側の県道）」
約 100 ｍに「ヤマボウシ」の苗木を植樹いたします。皆様
方のご参加をお待ちしております。
日時　４月 19日㈮　午前 10時 30分開始（小雨決行）
場所　道遊線（相川中学校西側の道路）
出席予定　新潟県および佐渡市関係者、地元相川の関係者
　　　　　および地権者、東京相川会会員

連合会総会風景

書家 柳濤雪先生

新会長 坂田正通氏
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 2.12〜 3.11届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 東強清水 後　藤　春　見 98 2.12
　〃 加茂歌代 寺　澤　市太郎 85 2.13
　〃 長江 市　橋　アイ子 76 2.13
　〃 北五十里 池　田　照　子 85 2.16
　〃 両津福浦二丁目 後　藤　千　代 92 2.16
　〃 両津湊 市　川　　　護 73 2.16
　〃 吾潟 𡈽　屋　マ　サ 95 2.18
　〃 北小浦 橋　本　キ　ヨ 83 2.19
　〃 椿 後　藤　チヨ子 85 2.20
　〃 吾潟 北　　　優　介 21 2.22
　〃 加茂歌代 木　内　　　和 91 2.25
　〃 原黒 三　輪　嘉一郎 92 2.25
　〃 玉崎 濱　田　芳　野 76 3.  1
　〃 梅津 傳　田　智　枝 90 3.  2
　〃 加茂歌代 伊　藤　靜　枝 78 3.  2
　〃 水津 岩　見　フミヨ 96 3.  2
　〃 東強清水 北　濱　キクノ 98 3.  3
　〃 梅津 髙　橋　秀　世 80 3.  5
　〃 住吉 中　村　國　雄 66 3.  5
　〃 両津湊 宮　川　春　世 87 3.  5
　〃 両津湊 北　澤　從太郎 89 3.  5
　〃 両尾 白　井　キ　イ 87 3.  5
　〃 水津 遠　藤　愛　子 92 3.  7
　〃 羽吉 藤　田　シズカ 95 3.  7
相　川 北立島 藏　見　リ　ツ 92 2.12
　〃 戸地 三　浦　茂　樹 90 2.13
　〃 相川大工町 長　濱　ヒロ子 66 2.15
　〃 相川下戸町 中　田　チ　セ 94 2.17
　〃 稲鯨 大　地　キ　ミ 88 2.17
　〃 達者 浜　辺　ミ　ツ 86 2.22
　〃 戸中 古　𡈽　チ　ヨ 85 2.23
　〃 小野見 大　谷　千　春 80 3.  4
　〃 矢柄 石　地　次郎一 89 3.  7
　〃 矢柄 中　村　重　利 81 3.  9
佐和田 沢根町 岩　﨑　珠　江 79 2.11
　〃 沢根 本　間　チヅル 77 2.20
　〃 山田 大　嶋　ハ　ツ 95 2.21
　〃 中原 坂　下　松太郎 88 2.24
　〃 八幡 榮　山　喜美代 81 2.24
　〃 八幡町 福　山　裕　子 52 2.24

佐和田 真光寺 髙　本　新　一 83 2.26
　〃 石田 渡　部　ス　エ 85 3.  1
　〃 窪田 池　　　八　重 88 3.  6
金　井 大和 清　水　正二郎 65 2.13
　〃 泉 後　藤　定太郎 94 2.14
　〃 水渡田 山　川　チヨコ 98 2.16
　〃 三瀬川 伊　藤　テル子 86 2.18
　〃 千種 吉　田　ト　メ 90 2.19
　〃 千種 熊　谷　弘　子 78 2.22
　〃 千種 上　野　信　次 65 2.23
　〃 中興 関　口　重　夫 80 2.28
　〃 三瀬川 佐々木　サ　ヱ 82 3.  9
　〃 金井新保 仲　川　小十郎 96 3.11
新　穂 新穂潟上 荷　上　兼　松 92 2.18
　〃 新穂舟下 田　中　良　一 63 2.26
　〃 新穂長畝 計　良　勇　雄 84 3.11
畑　野 畑野 遠　藤　茂　次 89 2.14
　〃 栗野江 佐　藤　恭　子 89 2.23
　〃 畑野 吉　原　ロ　ク 91 2.25
　〃 栗野江 本　間　越　夫 86 3.  4
真　野 豊田 大　榎　　　茂 80 2.12
　〃 国分寺 相　田　キ　イ 92 2.13
　〃 真野 笠　井　一　二 77 2.16
　〃 吉岡 土　井　昭　次 72 2.22
　〃 背合 瀧　口　儀　エ門 78 2.25
　〃 大小 　　地　時　子 91 2.25
　〃 長石 逸　見　ヤ　エ 79 3.  1
　〃 大小 島　川　梅　香 87 3.  6
小　木 小木町 市　川　和　枝 69 2.20
羽　茂 羽茂村山 氏　井　信　治 79 2.18
　〃 羽茂滝平 和　泉　マ　ス 94 2.20
　〃 羽茂上山田 竪　野　三枝子 89 2.21
　〃 羽茂大石 内　海　三　雄 87 2.25
　〃 羽茂大橋 白　石　英　夫 69 3.  5
　〃 羽茂三瀬 清　水　嘉　𠮷 96 3.  6
　〃 羽茂大石 内　海　　　久 86 3.  7
　〃 羽茂本郷 駿　河　はる子 82 3.  7
　〃 羽茂上山田 嶋　倉　シ　ウ 80 3.  8
赤　泊 南新保 渡　部　啓　二 61 2.19
　〃 徳和 林　　　　　茂 79 2.25

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

（きら）
（かんな）
（さゆ）
（つむぎ）
（ふみな）
（ゆうと）
（たつき）
（りくと）
（たつき）
（ここな）
（まりこ）
（りょう）
（しづき）

（はると）
（みつき）
（ゆうと）
（こうは）
（ゆいと）
（かほ）
（ゆうり）
（ひろ）
（るか）
（ゆうな）
（まいみ）
（ももか）
（くるみ）

両　津 秋津 武　部　　　煌 和宏 2.　5
　〃 春日 中　川　栞　奈 知久 2.　9
　〃 原黒 鈴　木　咲　結 泰弘 2.12
　〃 両津大川 藤　井　　　紬 剛 2.14
　〃 河崎 酒　井　郁　奈 渉 2.17
　〃 原黒 吉　井　悠　人 広志 2.20
　〃 住吉 仲　川　竜　生 誠 2.22
相　川 姫津 　　林　陸　隼 繁 2.　5
　〃 稲鯨 岩　本　龍　希 和仁 2.10
　〃 姫津 白　瀬　心　絆 理光 2.28
　〃 高瀬 宇　田　麻里子 貴弘 3.　6
佐和田 河原田諏訪町 橋ケ谷　　　諒 明 2.13
　〃 東大通 米　野　詩　月 真人 2.21

佐和田 中原 井　畑　悠　杜 悟 2.25
　〃 八幡 池　田　美　月 高明 2.27
金　井 千種 菊　池　優　翔 俊明 2.14
　〃 千種 臼　杵　煌　羽 和哉 2.21
　〃 中興 末　武　結　仁 和人 2.23
　〃 千種 成　田　花　穂 晃洋 2.28
　〃 千種 田　口　由　流 貴士 3.　7
畑　野 栗野江 中　嶋　　　悠 恭平 2.24
真　野 西三川 松　田　琉　花 優介 2.11
　〃 静平 倉　内　悠　那 学 2.21
　〃 真野新町 町　野　舞　美 広幸 2.28
小　木 井坪 金　子　百　花 繁之 2.22
羽　茂 羽茂大橋 武　井　來　実 雅晃 2.　4
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たけのこ

●作り方
①�たけのこは薄切り、豚肉も
食べやすい大きさに切る。
豆腐は軽く水切りしておく。
②�鍋にサラダ油を入れて、豚
肉を炒める。たけのこを加
えて、軽く炒める。
③�②にだし汁と酒を入れて、
ひと煮立ちさせる。みりん、
しょうゆを加えて、たけのこ
に味がしみるまで煮る。
④�味は少し濃い目にする。豆
腐を崩してのせる。
⑤�④が煮えたら、溶き卵を加
えて、少し煮立ってきたら、
火を止めて蓋をする。（余
熱で卵に火を通す）

●材料（1人分）
・たけのこ水煮 �
  (缶)… ……… 60ｇ
・豚バラ肉… … 50ｇ
・木綿豆腐…… 50ｇ
・卵…………… １個
・サラダ油… … 少々

─調味料─
・だし汁… …… 70㏄
・酒…………小さじ１
・みりん… …大さじ１
・しょうゆ……大さじ１

朝食メニュー
●ごはん ●みそ汁 
●たけのこと豚肉の卵と
じ（佐渡産） ●中華サラ
ダ ●椎茸とちくわの塩
昆布あえ（佐渡産） ●い
ちご（佐渡産）

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいま
す。この日の佐渡産食材は、朱鷺認証米を使用した米粉パン、佐渡牛
乳、大豆、キャベツ、長ネギ、わかめ、キウイフルーツでした。なお、キャ
ベツ、長ネギ、わかめは相川産でした。
　当日は、平成24年度最後の統一献立の日で、献立に使用した黒豚
肉は佐渡市内で生産されました。生産者は佐渡の新たな特産品とな
るようがんばっています。
　七浦小学校では、自校給食を行っており、１・２年生は１階の自教
室、３～６年生は２階の自教室へと自分たちで食缶等を運んでいま
す。給食室の前では、身支度を整えながら児童はサンプル給食を眺
め、楽しそうに献立のことを話していました。七浦小学校の給食行事
には７月に七夕給食があります。体育館を会場に異学年交流を兼ね
て清掃班ごとに、先生方や調理員と全員で給食を食べます。また、３
月にはお別れ給食があり、６年生は各学年の教室や校長室に出向
いて思い出を語りながら給食を食
べます。七浦小学校の近くには漁
港があり、給食では地元海産物を
たくさん使うことができます。児童
には、これからも潮の香りと一緒に
育って欲しいです。

給食の様子

米粉パン、マーガリン、牛乳、ポーク
ビーンズ、野菜とツナのマヨネーズ
和あえ、わかめスープ、果物（キウイフ
ルーツ）

　たけのこは、春先に地面か
ら竹の芽が出かけているもの
を収穫します。収穫から時間
がたつほどえぐみが増して固
くなるので、できるだけ早め
に調理や下ごしらえをした方
がよいようです。
　葉梨さんは、両津農村女性

グループ（会員 13名）でたけのこの水煮の缶詰を作ってい
ます。缶詰作りは、平成 17年に加工場が完成したのを機に
始まり、現在は両津夷のうまいもんやや佐渡特選市場のほか、
島内のイベント会場などで販売しています。
　缶詰作りではたけのこの鮮度にこだわっているそうで、朝
に採れたたけのこをその日のうちに煮るのだそうです。また、
一度に作れる缶詰の量が限られ、作業時間もかかるので、６
月から７月の最盛期には大忙しになるそうです。
　おすすめの食べ方は、水煮になっているので煮しめにする
のがよいそうです。また、みそ汁や炒め物もおいしいそうです。

たけのこ職人
葉梨　雪枝さん（両津農村女性グループ）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ たけのこと豚肉
の卵とじ

七浦小学校

⑬

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元気にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、
通行止め、観光イベント情報、くら
しの情報、島外イベント情報
アドレス psc1.sado@fofa.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されますの
で、案内にしたがって本登録してください。

お問い合わせ 市役所地域振興課
　　　　　（情報政策係）　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　　　　　（再放送）	19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊
　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変え、アナログテレビでも視
聴できるデジタル変換放送を行っています。デジタル変換放送は平成27年3月
末で終了しますので、デジタル対応テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

　戦国時代・江戸時代を代表する甲斐と越後・佐渡の金銀山を中心に、人々の営みや卓越
した鉱山技術、製造された金銀貨の数々を通して、かつて日本に存在した「黄金の国々」の
姿を紹介する「黄金の国々－甲斐の金山と越後・佐渡の金銀山－」が開催されます。
　国内だけではなく、世界的にも注目を集めた金・銀貨幣を、ぜひご覧ください。

お問い合わせ　新潟県立歴史博物館　☎ 0258-47-6130

日　時：４月20日㈯～６月２日㈰ 9：30～17：00（入館は16：30まで） 
	 （休館日：４月22日㈪、５月７日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈪）
会　場：新潟県立歴史博物館（長岡市関原町１丁目字権現堂2247番地２） 
入場料：一般：800円、高校生・大学生：500円、中学生以下：無料（５月18日㈯は観覧無料）
※企画展に伴うイベントも実施します。詳細はお問い合わせください。

佐渡金銀山世界遺産登録推進企画展開催

　下記の内容でボランティアを募集しています。ご協力をお願い致します。
申込締切　４月26日㈮
お問い合わせ　一般財団法人 佐渡市スポーツ振興財団
	 ☎ 0259-57-2722　FAX0259-52-2335
　〒952-1324　佐渡市中原 234-1　アミューズメント佐渡２Ｆ
大会ホームページ　http://www.sado-longride.com

日程 エイドステーション 時間(予定) 場所 内容

大会当日
5月12日㈰

相川AS 5：30～12：30 相川開発センター駐車場

◆参加者への飲食物サービスのお手伝い
◆その他案内・誘導等の補助

入崎AS 6：30～11：30 入崎キャンプ場
はじき野AS 7：00～13：00 はじき野フィールドパーク
両津BS 7：15～14：00 おんでこドーム
多田AS 9：00～14：30 松ヶ崎総合センター
小木AS 9：30～16：00 小木みなと公園
素浜AS 10：00～17：00 素浜海水浴場
コース指示員 各地区及び本部周辺 ◆各コースで参加者の誘導、案内など

※ AS：エイドステーション、BS：弁当ステーション	 	 	 	
日程 本部会場周辺 時間(予定) 場所 内容

大会前日
5月11日㈯

本部スタッフ 12：00～17：00 河原田小学校グラウンド
佐渡市役所佐和田行政サービスセンター ◆参加者受付、案内など

会場設営 8：00～18：00 河原田小学校グラウンド ◆会場設営、ゲート設置など

大会当日
5月12日㈰

本部スタッフ 4：00～   7：00 河原田小学校グラウンド
佐渡市役所佐和田行政サービスセンター ◆参加者受付、案内など

会場設営 5：30～18：00 河原田小学校グラウンド ◆会場内備品等の撤去作業

５月12日㈰開催 2013スポニチ佐渡ロングライド210 ボランティア募集！


